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ゆったり田舎暮らし
市立病院の新任医師
火災を予防しましょう
第35回綾部市美術展

2
4
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6

やかんを滑らせて遊ぶ「ヤカーリング」。高得点の的を狙い、
大人も子どもも熱中しました。４月29日、あやべ丹の国まつりで―。

目指せ金メダル！ヤカーリング大会
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人
々
の
価
値
観
が
多
様
化
す
る

中
、
田
舎
暮
ら
し
の
良
さ
が
見
直

さ
れ
、
地
方
へ
の
定
住
を
希
望
す

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
市
は
全

国
に
先
駆
け
、
平
成
20
年
度
に
定

住
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設
置
。
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
本
市
へ
の
定
住
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
、

市
内
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
と
連

携
。
家
の
売
買
や
賃
貸
借
契
約
の

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
取

り
引
き
で
き
る
仕
組
み
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、平
成
26
年
度
に
は「
綾

部
市
住
み
た
く
な
る
ま
ち
定
住
促

進
条
例
」
を
制
定
し
、
市
民
と
事

業
者
、
行
政
の
役
割
を
明
確
化
。

全
市
一
丸
と
な
っ
て
、
定
住
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
は
、
売
買
・
賃
貸
を
希
望
さ

れ
て
い
る
登
録
物
件
を
「
空
き
家

バ
ン
ク
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
分

か
り
や
す
く
掲
載
。
ま
た
、
府
北都市部での定住セミナーに参加し綾部をPR

部
７
市
町
で
共
同
の
空
き
家
バ
ン

ク
も
運
営
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

昨
年
度
、
国
土
交
通
省
が
運
用
す

る
「
全
国
版
空
き
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
」
に
参
画
。
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
物
件
の
検
索
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
本
市
へ
の
定
住
希
望
者

は
約
７
０
０
人
。
そ
の
多
く
が
、

古
民
家
で
の
生
活
を
希
望
し
て
い

ま
す
。一
方
、市
の
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
登
録
物
件
は
約
60
件
で
、
希

望
者
の
数
に
比
べ
、
紹
介
で
き
る

物
件
が
大
幅
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、
空
き
家
提
供
者
に
10
万

円
を
給
付
＝
３
面
＝
し
、
所
有
者

側
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
本
年
度
初
め
て
、
固
定

資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
、
物
件

の
提
供
を
呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ
を

同
封
。
空
き
家
の
掘
り
起
し
に
努

め
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、定
住
・

地
域
政
策
課
☎（
42
）４
２
７
０
へ
。

定
住
者
が
過
去
最
多

　登録空き家を購入・賃借した人
が行う改修工事に対し、180万円
を上限に予算の範囲内で補助金
を交付（登録外の空き家は90万
円上限）。

　水源の里集落への転入
者が行う住宅の建設や改
修、購入経費に対して、90
万円を上限に予算の範囲
内で補助金を交付。

　水源の里集落に定
住した世帯に対して、１
か月に5万円（30万円
上限）を予算の範囲内
で給付。

　登録空き家を居住目的
に取得・改修する場合、
300万円を上限に、定住
希望者に対して融資をあ
っせん。

綾部に来る前は、ニュージーランドで養蜂を

していました。日本の食料自給率が低いことを

知り、日本で農業や養蜂をしようと移住を決意。

オーガニックの安全・安心なものを作りたかっ

たので、空気の良いゆったりした雰囲気の場所

を探していました。インターネットで綾部市の

サポート窓口にたどり着き、現在の物件を購入。

上林地区が好きな友人がいたこともあり、縁を

感じています。近くには保育園や学校、郵便局

もあり、特に不便は感じません。今は市の補助

制度を活用し、家を自分たちで改修することも

楽しみ。また、子どもたちも「近所の人が優し

い」と喜んでいます。

綾部市空き家登録制度に物
件を登録し、売買か賃貸の
契約を締結した場合、空き家
提供者に10万円を支給。

　誰も住まなくなり、老朽化の進行が
気になっていた志賀郷町の実家を、
空き家バンクに登録。貸し出すことに
より、思い出ある建物を取り壊すこと
なく有効活用できました。住民が増え
たことで地域の活性化にもつながって
います。

空き家流動化促進事業空き家流動化促進事業空き家流動化促進事業

空き家を提供しました空き家を提供しました

　初めての地で田舎暮らしをスタートするには、不安がつきもの。本
市の窓口では空き家の紹介だけでなく、関係機関と連携して就農・就
労支援も行っています。このほか、少しでも早く地域になじめるよう、
自治会の概要などをお伝えしたり、あいさつに同行したりするなど、き
め細やかにサポートしています。
　　また、定住希望者に紹介する空き家も随時募集しています。空き
　家の活用について、気軽にご相談ください。

定住・地域政策課

 蒔 田　千 夏
ま き　　 た　　　　  ち　　　か

私たちがサポートします

①平成32年3月31日までに家を新築した人に、市から150万円を給付。
②あやべ桜が丘ハウスパーク運営協議会に加盟するハ
　ウスメーカーで、平成32年3月31日までに家の新
　築契約をした人に、同協議会から100万円相当の
　家電や家具、インテリアをプレゼント。

梅田貞二さん（志賀郷町）梅田貞二さん（志賀郷町）

森　アンドレイさん
　　玲子さん一家（八津合町）
森　アンドレイさん
　　玲子さん一家（八津合町）

提供者に
も

嬉しい制
度

住宅整備補助金定住支援給付金ＵＩターン者住宅取得等
資金融資あっせん制度

あやべ桜が丘団地でマイホームを実現
～宅地の新規購入者に、最大250万円相当の特典～

「上林の気候や風土にあった作物を見つけたいー」とアンドレイさん
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空き家活用定住促進事業費補助金

綾部に移住しまし
た
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安
心
の
仲
介
で
実
績
残
す

空
き
家
の
検
索
が
容
易
に

鍵
握
る
空
き
家
の
掘
り
起
し

本年度
50万円
増額！

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406
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お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集

ご 寄 付
ありがとうございました

４月受付分（敬称略）

株式会社エスワイプロモーション

S.Y.Promotion
～お客様の「こころ」を運びます～

リフト作業員
募集中

綾部市味方町光谷30-7

TEL.0773-40-2550

●冷凍輸送
●タンクローリー輸送
●倉庫内作業

里山バランスボール教室
■日 6月2日（土） ■時 11：00～、13：00～
■場 里山交流研修センター （鍛治屋町）
※参加費1,500円
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

糖尿病教室
■日 6月4日（月）＝試食会
■時 12：30～14：30
■日 6月18日（月）
■時 13：00～14：30
■場 市立病院（青野町）
※試食会は申し込み、実費必要
■問 市立病院
　☎（43）0123　n（43）0246

ぷくぷくひろば
■日 6月12日（火）■時 9：30～9：45受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※妊婦、産後6か月までの産婦と
その家族対象。持ち物は母子健
康手帳
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

めたぼら会
■日 6月13日（水）■時 9：30～13：00
■場 保健福祉センター（青野町）
※74歳以下でメタボリックシン
ドロームに関心のある人対象。
定員20人。食材費300円

上林川を美しくする会
ヨシ刈り作業
■日 6月2日（土）■時 8：00～
■場 大手橋付近（八津合町）
■問 上林川を美しくする会事務局
　☎（42）1489

2018あやべ二王門登山レース
■日 6月3日（日）■時 8：00受付開始
■場 二王公園発着（睦寄町）
■問 文化・スポーツ振興課
　☎（42）4356

二王公園まつり
■日 6月3日（日）■時 9：30～13：30
■場 二王公園（睦寄町）
■問 奥上林地区自治会連合会
　☎（55）0001

ほたるの夕べ
■日 6月9日（土）■時 16：30～21：00
■場 観光センター～上林川支流沿い
■問 中上林地区自治会連合会
　☎（54）0002

喫茶シボラ
■日 6月18日（月）■時 13：00～15：30
■場 農村婦人の家（岡安町）
※参加費100円。あやべ作業所な
どの製品販売あり
■問 あやべボランティア総合センター
　☎（40）1388　n（40）1389

上林川鮎友釣り解禁
■日 6月20日（水）■時 5：00～
■場 上林川
■問 上林漁業協同組合、川端組合長
　☎（45）1251

さとやま古本ひらば（古本進呈）
■日 6月25日（月）～7月1日（日）
■時 9：00～17：00
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※26日（火）は休館
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

里山そば打ち教室「すみか」
■日 6月13日（水）■時 9：30～、13：30～
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費2,700円（試食代込）
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

離乳食講座
■日 6月15日（金）■時 9：30～9：45受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※5～11か月の乳児の保護者対象
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

元気はつらつ教室
■日 6月20日（水）
■時 13：30～15：30
■場 保健福祉センター（青野町）
※65歳以上対象。定員30人。持ち
物はタオル、お茶。内容は「ウォー
キングで健康づくり」
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

由良川鮎竿釣り解禁
■日 6月1日（金）■時 6：00～
■場 由良川
■問 由良川漁業協同組合
　☎（22）2844

人権相談
■日 6月1、8日（金）■時 13：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター、物
部会館（物部町）、上林いきい
きセンター（八津合町）

※物部、上林会場は申し込み必要
■申 ■問 人権推進課☎（42）4249

育児相談
■日 6月5日（火）■時 10：00～11：00受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※歯科相談あり
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

女性相談
■日 6月6日（水）■時 13：20～16：10
■場 あいセンター（西町一丁目）
■申 ■問 あいセンター☎n（42）1801

健康相談・栄養相談
■日 6月11日（月）■時 9：30～11：30
■場 保健福祉センター（青野町）
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

交通事故相談
■日 6月13、27日（水）
■時 9：00～11：30、13：00～16：00
■場 府福知山総合庁舎（福知山市）
■問 市民協働課☎（42）4248

法律・登記相談
■日 6月15日（金）■時 13：00～16：30
■場 市民ホール（宮代町）
■問 市民協働課☎（42）4248

調停相談
■日 6月20日（水）■時 9：30～12：00
■場 市民ホール（宮代町）
■問 市民協働課☎（42）4248

行政相談
■日 6月20日（水）■時 13：00～15：00

■問 西町一丁目☎n（42）1801

市民センター競技場
■日 6月17日（日）■時 8：30～17：00
■場 並松町☎（42）1320 n（43）2964

本庁舎・西庁舎
■日 6月7、14、21、28日（木）
■時 19：00まで
※戸籍・国保関係の届出、各種証
明書の発行

■問 市民・国保課
　☎（42）4245、（42）4246
※税・料金の納入（納付書必要）
■問 会計課☎（42）4288
※児童手当の現況届
■問 民生児童課☎（42）4252

保健福祉センター
■日 6月14、28日（木）
■時 19：00まで
※妊娠届、予防接種予診票発行、
健康診断申し込みなど

■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

《社会福祉事業基金に》
　森下芳枝（味方町）　２０万円
　鈴木儀行（位田町）　　４千円
　前田道子（寺町）　　　３千円
　竹内早智子（栗町）　　３千円
《市立小中学校に》
　京都銀行（京都市）

トイレットペーパー1,528巻
《ふるさと納税》

53件　167万2,500円

■場 市役所まちづくりセンター
　第2会議室
■問 市民協働課☎（42）4248

法律相談
■日 6月21日（木）■時 13：00～17：00
■場 市民ホール（宮代町）
※申し込みは6月14日（木）8：30～。
先着10人。1人20分

■申 ■問 市民協働課☎（42）4248

就職相談
■日 6月26日（火）■時 10：00～16：00
■場 市役所１階会議室
※定員5人
■申 ■問 商工労政課☎（42）4264

成年後見相談
■日 6月27日（水）■時 13：00～15：00
■場 福祉ホール（川糸町）
■申 ■問 社会福祉協議会
　☎（43）2881　n（43）2882

税務相談（税理士会）
■日 6月27日（水）■時 13：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※2日前までに予約必要
■申 ■問 近畿税理士会福知山支部　
　  （中井税理士事務所内）
　☎（22）4114　n（22）8070

多重債務相談（司法書士会）
■日 7月3日（火）■時 13：00～16：00
■場 市役所
※申し込みは6月26日（火）～29日（金）
■申 ■問 商工労政課☎（42）4263

　

総合運動公園第２体育館
■日 6月3日（日）■時 9：00～17：00
■場 上杉町☎（44）0990 n（44）0991

あいセンター
■日 6月3日（日）■時 9：00～18：00

くらしのメモ
■日 日程 ■時 時間 ■場 場所
■申 申し込み必要 ■問 問い合わせ先
☎電話 nファクス

６～７月上旬

講座・教室

相　　談

無料開放

窓口延長

催しなど
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政
の
役
割
を
明
確
化
。

全
市
一
丸
と
な
っ
て
、
定
住
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
は
、
売
買
・
賃
貸
を
希
望
さ

れ
て
い
る
登
録
物
件
を
「
空
き
家

バ
ン
ク
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
分

か
り
や
す
く
掲
載
。
ま
た
、
府
北都市部での定住セミナーに参加し綾部をPR

部
７
市
町
で
共
同
の
空
き
家
バ
ン

ク
も
運
営
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

昨
年
度
、
国
土
交
通
省
が
運
用
す

る
「
全
国
版
空
き
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
」
に
参
画
。
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
物
件
の
検
索
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
本
市
へ
の
定
住
希
望
者

は
約
７
０
０
人
。
そ
の
多
く
が
、

古
民
家
で
の
生
活
を
希
望
し
て
い

ま
す
。一
方
、市
の
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
登
録
物
件
は
約
60
件
で
、
希

望
者
の
数
に
比
べ
、
紹
介
で
き
る

物
件
が
大
幅
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、
空
き
家
提
供
者
に
10
万

円
を
給
付
＝
３
面
＝
し
、
所
有
者

側
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
本
年
度
初
め
て
、
固
定

資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
、
物
件

の
提
供
を
呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ
を

同
封
。
空
き
家
の
掘
り
起
し
に
努

め
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、定
住
・

地
域
政
策
課
☎（
42
）４
２
７
０
へ
。

定
住
者
が
過
去
最
多

　登録空き家を購入・賃借した人
が行う改修工事に対し、180万円
を上限に予算の範囲内で補助金
を交付（登録外の空き家は90万
円上限）。

　水源の里集落への転入
者が行う住宅の建設や改
修、購入経費に対して、90
万円を上限に予算の範囲
内で補助金を交付。

　水源の里集落に定
住した世帯に対して、１
か月に5万円（30万円
上限）を予算の範囲内
で給付。

　登録空き家を居住目的
に取得・改修する場合、
300万円を上限に、定住
希望者に対して融資をあ
っせん。

綾部に来る前は、ニュージーランドで養蜂を

していました。日本の食料自給率が低いことを

知り、日本で農業や養蜂をしようと移住を決意。

オーガニックの安全・安心なものを作りたかっ

たので、空気の良いゆったりした雰囲気の場所

を探していました。インターネットで綾部市の

サポート窓口にたどり着き、現在の物件を購入。

上林地区が好きな友人がいたこともあり、縁を

感じています。近くには保育園や学校、郵便局

もあり、特に不便は感じません。今は市の補助

制度を活用し、家を自分たちで改修することも

楽しみ。また、子どもたちも「近所の人が優し

い」と喜んでいます。

綾部市空き家登録制度に物
件を登録し、売買か賃貸の
契約を締結した場合、空き家
提供者に10万円を支給。

　誰も住まなくなり、老朽化の進行が
気になっていた志賀郷町の実家を、
空き家バンクに登録。貸し出すことに
より、思い出ある建物を取り壊すこと
なく有効活用できました。住民が増え
たことで地域の活性化にもつながって
います。

空き家流動化促進事業空き家流動化促進事業空き家流動化促進事業

空き家を提供しました空き家を提供しました

　初めての地で田舎暮らしをスタートするには、不安がつきもの。本
市の窓口では空き家の紹介だけでなく、関係機関と連携して就農・就
労支援も行っています。このほか、少しでも早く地域になじめるよう、
自治会の概要などをお伝えしたり、あいさつに同行したりするなど、き
め細やかにサポートしています。
　　また、定住希望者に紹介する空き家も随時募集しています。空き
　家の活用について、気軽にご相談ください。

定住・地域政策課

 蒔 田　千 夏
ま き　　 た　　　　  ち　　　か

私たちがサポートします

①平成32年3月31日までに家を新築した人に、市から150万円を給付。
②あやべ桜が丘ハウスパーク運営協議会に加盟するハ
　ウスメーカーで、平成32年3月31日までに家の新
　築契約をした人に、同協議会から100万円相当の
　家電や家具、インテリアをプレゼント。

梅田貞二さん（志賀郷町）梅田貞二さん（志賀郷町）

森　アンドレイさん
　　玲子さん一家（八津合町）
森　アンドレイさん
　　玲子さん一家（八津合町）

提供者に
も

嬉しい制
度

住宅整備補助金定住支援給付金ＵＩターン者住宅取得等
資金融資あっせん制度

あやべ桜が丘団地でマイホームを実現
～宅地の新規購入者に、最大250万円相当の特典～

「上林の気候や風土にあった作物を見つけたいー」とアンドレイさん
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空き家活用定住促進事業費補助金

綾部に移住しまし
た

綾部に移住しまし
た

　昨
年
度
、
市
の
定
住
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
通
じ
た
定
住
者
は
30
世
帯
79
人
。

窓
口
開
設
以
降
、
人
数
、
世
帯
数
と
も
に
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

　昨
年
度
、
市
の
定
住
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
通
じ
た
定
住
者
は
30
世
帯
79
人
。

窓
口
開
設
以
降
、
人
数
、
世
帯
数
と
も
に
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

安
心
の
仲
介
で
実
績
残
す

空
き
家
の
検
索
が
容
易
に

鍵
握
る
空
き
家
の
掘
り
起
し

本年度
50万円
増額！

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406

10広報あやべ　　　　　　 第751号11 広報あやべ　　　　　　 第751号

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集

ご 寄 付
ありがとうございました

４月受付分（敬称略）

株式会社エスワイプロモーション

S.Y.Promotion
～お客様の「こころ」を運びます～

リフト作業員
募集中

綾部市味方町光谷30-7

TEL.0773-40-2550

●冷凍輸送
●タンクローリー輸送
●倉庫内作業

里山バランスボール教室
■日 6月2日（土） ■時 11：00～、13：00～
■場 里山交流研修センター （鍛治屋町）
※参加費1,500円
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

糖尿病教室
■日 6月4日（月）＝試食会
■時 12：30～14：30
■日 6月18日（月）
■時 13：00～14：30
■場 市立病院（青野町）
※試食会は申し込み、実費必要
■問 市立病院
　☎（43）0123　n（43）0246

ぷくぷくひろば
■日 6月12日（火）■時 9：30～9：45受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※妊婦、産後6か月までの産婦と
その家族対象。持ち物は母子健
康手帳
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

めたぼら会
■日 6月13日（水）■時 9：30～13：00
■場 保健福祉センター（青野町）
※74歳以下でメタボリックシン
ドロームに関心のある人対象。
定員20人。食材費300円

上林川を美しくする会
ヨシ刈り作業
■日 6月2日（土）■時 8：00～
■場 大手橋付近（八津合町）
■問 上林川を美しくする会事務局
　☎（42）1489

2018あやべ二王門登山レース
■日 6月3日（日）■時 8：00受付開始
■場 二王公園発着（睦寄町）
■問 文化・スポーツ振興課
　☎（42）4356

二王公園まつり
■日 6月3日（日）■時 9：30～13：30
■場 二王公園（睦寄町）
■問 奥上林地区自治会連合会
　☎（55）0001

ほたるの夕べ
■日 6月9日（土）■時 16：30～21：00
■場 観光センター～上林川支流沿い
■問 中上林地区自治会連合会
　☎（54）0002

喫茶シボラ
■日 6月18日（月）■時 13：00～15：30
■場 農村婦人の家（岡安町）
※参加費100円。あやべ作業所な
どの製品販売あり

■問 あやべボランティア総合センター
　☎（40）1388　n（40）1389

上林川鮎友釣り解禁
■日 6月20日（水）■時 5：00～
■場 上林川
■問 上林漁業協同組合、川端組合長
　☎（45）1251

さとやま古本ひらば（古本進呈）
■日 6月25日（月）～7月1日（日）
■時 9：00～17：00
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※26日（火）は休館
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

里山そば打ち教室「すみか」
■日 6月13日（水）■時 9：30～、13：30～
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費2,700円（試食代込）
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

離乳食講座
■日 6月15日（金）■時 9：30～9：45受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※5～11か月の乳児の保護者対象
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

元気はつらつ教室
■日 6月20日（水）
■時 13：30～15：30
■場 保健福祉センター（青野町）
※65歳以上対象。定員30人。持ち
物はタオル、お茶。内容は「ウォー
キングで健康づくり」

■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

由良川鮎竿釣り解禁
■日 6月1日（金）■時 6：00～
■場 由良川
■問 由良川漁業協同組合
　☎（22）2844

人権相談
■日 6月1、8日（金）■時 13：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター、物
部会館（物部町）、上林いきい
きセンター（八津合町）

※物部、上林会場は申し込み必要
■申 ■問 人権推進課☎（42）4249

育児相談
■日 6月5日（火）■時 10：00～11：00受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※歯科相談あり
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

女性相談
■日 6月6日（水）■時 13：20～16：10
■場 あいセンター（西町一丁目）
■申 ■問 あいセンター☎n（42）1801

健康相談・栄養相談
■日 6月11日（月）■時 9：30～11：30
■場 保健福祉センター（青野町）
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

交通事故相談
■日 6月13、27日（水）
■時 9：00～11：30、13：00～16：00
■場 府福知山総合庁舎（福知山市）
■問 市民協働課☎（42）4248

法律・登記相談
■日 6月15日（金）■時 13：00～16：30
■場 市民ホール（宮代町）
■問 市民協働課☎（42）4248

調停相談
■日 6月20日（水）■時 9：30～12：00
■場 市民ホール（宮代町）
■問 市民協働課☎（42）4248

行政相談
■日 6月20日（水）■時 13：00～15：00

■問 西町一丁目☎n（42）1801

市民センター競技場
■日 6月17日（日）■時 8：30～17：00
■場 並松町☎（42）1320 n（43）2964

本庁舎・西庁舎
■日 6月7、14、21、28日（木）
■時 19：00まで
※戸籍・国保関係の届出、各種証
明書の発行

■問 市民・国保課
　☎（42）4245、（42）4246
※税・料金の納入（納付書必要）
■問 会計課☎（42）4288
※児童手当の現況届
■問 民生児童課☎（42）4252

保健福祉センター
■日 6月14、28日（木）
■時 19：00まで
※妊娠届、予防接種予診票発行、
健康診断申し込みなど

■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

《社会福祉事業基金に》
　森下芳枝（味方町）　２０万円
　鈴木儀行（位田町）　　４千円
　前田道子（寺町）　　　３千円
　竹内早智子（栗町）　　３千円
《市立小中学校に》
　京都銀行（京都市）

トイレットペーパー1,528巻
《ふるさと納税》

53件　167万2,500円

■場 市役所まちづくりセンター
　第2会議室
■問 市民協働課☎（42）4248

法律相談
■日 6月21日（木）■時 13：00～17：00
■場 市民ホール（宮代町）
※申し込みは6月14日（木）8：30～。
先着10人。1人20分
■申 ■問 市民協働課☎（42）4248

就職相談
■日 6月26日（火）■時 10：00～16：00
■場 市役所１階会議室
※定員5人
■申 ■問 商工労政課☎（42）4264

成年後見相談
■日 6月27日（水）■時 13：00～15：00
■場 福祉ホール（川糸町）
■申 ■問 社会福祉協議会
　☎（43）2881　n（43）2882

税務相談（税理士会）
■日 6月27日（水）■時 13：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※2日前までに予約必要
■申 ■問 近畿税理士会福知山支部　
　  （中井税理士事務所内）
　☎（22）4114　n（22）8070

多重債務相談（司法書士会）
■日 7月3日（火）■時 13：00～16：00
■場 市役所
※申し込みは6月26日（火）～29日（金）
■申 ■問 商工労政課☎（42）4263

　

総合運動公園第２体育館
■日 6月3日（日）■時 9：00～17：00
■場 上杉町☎（44）0990 n（44）0991

あいセンター
■日 6月3日（日）■時 9：00～18：00

くらしのメモ
■日 日程 ■時 時間 ■場 場所
■申 申し込み必要 ■問 問い合わせ先
☎電話 nファクス

６～７月上旬

講座・教室

相　　談

無料開放

窓口延長

催しなど
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時
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／
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５
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象

／
平
成
31
年
３
月
卒
業
予
定
者
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平
成
32
年
３
月
以
降
の
卒
業
予
定

者
、
一
般
求
職
者
、
医
療
系
有
資

格
者
な
ど
。
内
容
／
福
祉
職
場
リ

レ
ー
ト
ー
ク
や
合
同
就
職
面
接
会

等
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そ
の
他
／
本
フ
ェ
ア
は
府
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助
事
業
で
、
出
展
法
人
は
す
べ
て

「
き
ょ
う
と
福
祉
人
材
育
成
認
証

制
度
」
の
該
当
事
業
者
で
す
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問
府
社
会
福
祉
協
議
会
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０
７
５（
２
５
２
）６
２
９
７

　お
近
く
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、

郵
便
局
等
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
府
の
納
税
窓

口
で
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
府
中
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広
域
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興
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中
丹
西
府
税

　出
張
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）３
９
０
４

　n（
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２
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　京
都
府
警
察
音
楽
隊
と
綾
部
警

察
署
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ト
ロ

ー
ル
in
綾
部
」
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
。
多
数
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時
／
６
月
17
日（
日
）午
後
３
時

保
健
所
へ
。

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
室

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保

険
者
）
の
平
成
30
年
度
介
護
保
険

料
は
、
前
年
分
の
所
得
な
ど
に
応

じ
て
決
定
し
、
６
月
中
旬
に
郵
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　納
付
方
法
は
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
に
よ
る
特
別
徴
収
（
年
金
年

額
18
万
円
以
上
の
人
）
と
、
納
付

書
や
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た

だ
く
普
通
徴
収
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く

人
は
、
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
40
〜
64
歳
の
人
（
第
２

号
被
保
険
者
）の
介
護
保
険
料
は
、

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
の
保

険
料
と
一
括
し
て
納
付
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
高
齢
者
支
援
課

　☎（
42
）４
２
６
１

　福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
は
、
学
生
・
一
般
求
職
者
を

対
象
に「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
30
日（
土
）正
午
〜
午

上
旬
に
お
届
け
す
る
用
紙
に
必
要

書
類
を
添
え
て
、
６
月
29
日（
金
）

ま
で
に
民
生
児
童
課
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
況
届

を
出
さ
ず
に
２
年
経
過
す
る
と
受

給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

　６
月
は
毎
週
木
曜
日
、
受
付
窓

口
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

問
民
生
児
童
課

　☎（
42
）４
２
５
２

　府
は
、
高
校
生
を
対
象
に
奨
学

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
う

ち
、
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯
、
障

害
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら
か
が

３
級
以
上
）
な
ど
。
申
請
期
間
／

６
月
１
日（
金
）〜
７
月
２
日

（
月
）。
申
請
書
／
中
丹
東
保
健
所

（
舞
鶴
市
）
と
中
丹
広
域
振
興
局

綾
部
地
域
総
務
室
（
川
糸
町
）。

そ
の
他
／
世
帯
の
要
件
や
支
給
対

象
に
な
る
学
校
な
ど
詳
し
く
は
同

開
場
、
午
後
４
時
開
演
（
午
後
６

時
終
演
予
定
）。
場
所
／
中
丹
文

化
会
館
（
里
町
）。
出
演
／
京
都

府
警
察
音
楽
隊
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

隊
、
府
立
綾
部
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
。
そ
の
他
／
入
場
に
は
５
月
１

日
か
ら
配
布
す
る
整
理
券
が
必

要
。
配
布
場
所
／
京
都
府
警
察
広

報
セ
ン
タ
ー
（
上
京
区
）、
中
丹

文
化
会
館
（
里
町
）、綾
部・亀
岡
・

南
丹
・
福
知
山
・
舞
鶴
・
宮
津
・

京
丹
後
の
各
警
察
署
。

問
京
都
府
警
察
音
楽
隊

　☎
０
７
５（
６
４
２
）５
９
７
２

　京
都
府
警
察
本
部
広
報
応
接
課

　☎
０
７
５（
４
５
１
）９
１
１
１

　毎
年
春
先
か
ら
、
マ
リ
ン
レ
ジ

ャ
ー
が
活
発
と
な
り
、
海
で
の
事

故
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
疲
れ
て
い

る
時
や
飲
酒
し
た
時
は
、
絶
対
に

海
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
遊
ぶ

人
は
、
出
港
前
に
気
象
・
海
象
の

確
認
や
機
関
の
点
検
と
と
も
に
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　事
故
が
発
生
し
た
時
や
事
故
を

発
見
し
た
時
は
、
た
だ
ち
に
「
１

１
８
番
」へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
／
７
月
１
日
〜
平
成
31
年
６

月
30
日
（
１
年
間
）。
活
動
内
容

／
由
良
川
の
変
化
や
ご
み
の
投
棄

な
ど
河
川
の
情
報
提
供
。
活
動
範

囲
／
由
良
川
綾
部
市
域
。
応
募
資

格
／
由
良
川
付
近
在
住
の
20
歳
以

上
の
人
。
定
員
／
若
干
名
（
多
数

の
場
合
は
選
考
）。
応
募
方
法
／

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

職
業
、
地
域
活
動
へ
参
加
し
た
経

験
、
応
募
の
理
由
を
記
入
し
、
６

月
１
日（
金
）必
着
で
福
知
山
河
川

国
道
事
務
所
へ
。
謝
礼
／
月
額
４

５
０
０
円
程
度
。

問
同
事
務
所

　☎（
22
）５
１
０
４

　n（
23
）６
７
４
１

　５
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
２
６
２
４
人
（
男
１

５
６
７
５
、
女
１
６
９
４
９
）。

世
帯
数
は
１
３
７
４
７
世
帯
で

す
。　同

日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

10
件
（
建
物
３
件
）
で
す
。

け
、
浄
化
槽
の
設
置
と
管
理
を
行

い
ま
す
。

　対
象
地
域
は
公
共
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
区
域
以
外
。
設
置
時

に
分
担
金
を
、
使
用
開
始
後
は
使

用
料
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
下
水
道
課
へ
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
９
６

　人
事
院
は
、
平
成
30
年
度
国
家

公
務
員
採
用
一
般
職
試
験
（
高
卒

者
試
験
）
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
＝
６
月
18
日（
月
）〜
27
日

（
水
）。
郵
送
・
持
参
＝
６
月
18
日

（
月
）〜
20
日
（
水
）。※

原
則
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
第
一
次
試
験
日
／
９
月

２
日（
日
）。
試
験
地
／
京
都
市
、

大
阪
市
、
神
戸
市
、
奈
良
市
、
和

歌
山
市
、
田
辺
市
。
そ
の
他
／
受

験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員
試

験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
へ
。

問
人
事
院
近
畿
事
務
局
試
験
第
二
係

　☎
０
６（
４
７
９
６
）２
１
９
１

　国
土
交
通
省
は
、
地
域
の
方
々

と
河
川
管
理
者
の
連
携
を
よ
り
深

問
舞
鶴
海
上
保
安
部 

　☎
０
７
７
３（
76
）４
１
２
０

　全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会

は
、情
報
誌「
水
の
源
」を
発
行
し
、

過
疎
地
域
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
年

間
購
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

発
行
／
年
４
回
。
購
読
料
／
千
円

（
送
料
・
税
込
み
）。
申
込
み
／
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
全
国

水
源
の
里
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
定
住
・
地
域
政
策
課
）
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
７
１

　メ
ー
ルteijyutiiki@

city.

　
　
　
　
　
　
　
　

ayabe.lg.jp

　市
は
、「
特
定
地
域
生
活
排
水

処
理
事
業
（
合
併
処
理
浄
化
槽
を

市
が
設
置
す
る
水
洗
化
事
業
）」

に
よ
る
本
年
度
以
降
の
浄
化
槽
設

置
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
事
業
で
は
、
市
が
個
人
の

土
地
の
一
部
を
無
償
で
借
り
受

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406

　平
成
29
年
度
の
情
報
公
開
請
求

は
１
６
７
件
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
全
部
開
示
は
１
２
８
件
、

部
分
開
示
は
33
件
、
非
開
示
は
３

件
、
不
存
在
は
３
件
で
し
た
。

　ま
た
、
市
外
か
ら
情
報
公
開
請

求
が
あ
っ
た
任
意
的
開
示
は
32
件

で
し
た
。

請
求
内
容
／
市
情
報
公
開
条
例
に

よ
る
請
求
は
１
３
５
件
で
、
公
共

工
事
の
設
計
書
な
ど
を
開
示
。
市

個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
る
請
求

は
６
件
で
し
た
。

問
総
務
課

　☎（
42
）４
２
２
３

　市
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
を
対
象
に

児
童
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ

る
か
確
認
を
す
る
た
め
、
毎
年
１

回
、
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
６
月

平
成
29
年
度
情
報
公
開
件
数

「
水
の
源
」年
間
購
読
者

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業

浄
化
槽
設
置
希
望
者

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

国
家
公
務
員
採
用一般
職
試
験

海
の
事
故
は
１
１
８
番
へ

平
成
30
年
度
介
護
保
険
料

５
月
31
日
は
自
動
車
税
の
納
期
限

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ト
ロ
ー
ル
in
綾
部

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア

児
童
手
当
の
現
況
届

高
校
生
給
付
型
奨
学
金

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

☎
＝
電
話
　n
＝
フ
ァ
ク
ス
　
　  

（
市
役
所
は
９
面
左
上
）

募 

集

人
口
・
火
災

8広報あやべ　　　　　　 第751号9 広報あやべ　　　　　　 第751号

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

※職種  介護職員
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※梅の木寮・デイサービスの介護職員、営繕・
　施設周辺整備担当のパートも同時募集して
　います。

2018年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

1,000円
前売り

7月8日日 14：00開演

《全席指定》

Family Meets
ファミリー ミーツ

みんなで楽しむ音楽会♫
出演：うたのおにいさん・おねえさん・

大阪交響楽団

0歳もOK!

※あなたの体調に合わせてつくる
　漢方茶は、お持ち帰りも可能です！

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
当店オリジナルのスープカレー各種も大人気！！

　
　
　孫
、
孫

　♪
な
ん
で
〜
こ
ん
な
に
可
愛

い
の
か
よ
〜
、
孫
と
い
う
名
の
宝

も
の
〜
♪

　２
人
目
の
孫
に
恵
ま
れ
た
。

大
泉
逸
郎
の
歌
よ
ろ
し
く
理
屈

抜
き
で
愛
く
る
し
い
。
最
初
の

孫
を
授
か
っ
た
３
年
前
、争
い
の

な
い
世
界
平
和
を
念
じ
た
が
、更

に
そ
の
想
い
を
強
く
し
て
い
る
。

　と
こ
ろ
で
、
親
が
子
を
大
事

に
す
る
の
は
種
の
保
存
の
た
め

と
い
う
進
化
論
的
な
裏
付
け
が

あ
る
が
、
祖
父
母
が
孫
を
溺
愛

す
る
の
は
趣
が
異
な
る
。
子

（
孫
）
の
面
倒
は
親
（
我
が
子
）

が
み
れ
ば
十
分
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
他

の
多
く
の
動
物
で
は
隔
世
代
が

誕
生
す
る
ま
で
生
存
す
る
確
率

が
低
い
た
め
、
孫
を
可
愛
が
る

よ
う
な
行
動
に
進
化
す
る
余
地

が
な
い
と
い
う
。
そ
の
点
で
ヒ

ト
は
己
の
繁
殖
期
を
終
え
た
後

も
か
な
り
の
寿
命
を
も
つ
が
、

こ
れ
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
？

　祖
父
母
が
子
育
て
に
参
加
す

る
こ
と
で
孫
の
生
存
率
が
高
ま

る
の
で
は
な
い
か
と
の
説
も
あ

り
、
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
孫
に

執
着
す
る
理
由
も
そ
れ
な
り
に

説
明
で
き
よ
う
。
現
実
問
題
と

し
て
、
核
家
族
で
共
働
き
し
な

が
ら
複
数
の
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
は
至
難
の
業
で
、
ま
さ
に

我
が
息
子
夫
婦
も
そ
の
状
況
に

直
面
し
て
い
る
。
古
よ
り
大
家

族
制
の
中
で
育
ま
れ
た
我
が
国

の
伝
統
が
、
少
子
化
待
っ
た
な

し
の
現
代
社
会
に
お
い
て
こ
そ

も
っ
と
見
直
さ
れ
て
も
良
い
の

で
は
、
と
考
え
る
。
特
に
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
豊
富
な
子
育
て
経

験
の
効
用
は
人
口
増
に
寄
与
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
て
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
と
い
う
と
、
泣

き
じ
ゃ
く
る
赤
子
を
前
に〝
マ

ゴ
マ
ゴ
〞す
る
だ
け
か
も
し
れ

な
い
。山

崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

99で
き
あ
い

お
も
む
き

い
に
し
え

市
内
で
発
生
し
た
多
く
の
火
災

は
、
屋
外
で
の
火
の
取
り
扱
い
が

原
因
で
す
。
屋
外
で
火
を
使
用
す

る
際
は
▽
不
要
な
た
き
火
で
な
い

か
▽
安
全
な
場
所
か
▽
周
囲
に
燃

え
や
す
い
も
の
は
な
い
か
▽
強
い

風
が
吹
い
て
い
な
い
か
▽
消
火
準

備
は
万
全
か
│
な
ど
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、た
き
火
な
ど
の

火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
火
や
煙
を

発
す
る
行
為
を
す
る
場
合
、
事
前

に
消
防
署
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
０
件
だ
っ
た
建
物
火
災
も

４
月
末
ま
で
に
３
件
発
生
し
ま
し

た
。
全
国
的
に
は
毎
年「
こ
ん
ろ
」

に
よ
る
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
火
を
つ
け
た
ま
ま
放
置
し

て
し
ま
う
こ
と
が
主
な
原
因
で
す
。

少
し
の
間
で
も
油
断
せ
ず
、
火
を

完
全
に
消
し
て
か
ら
こ
ん
ろ
を
離

れ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ガ
ス
の
元
栓
や
た
ば
こ

の
後
始
末
な
ど
、
火
の
元
を
し
っ

か
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

煙
や
熱
を
感
知
し
、
音
や
光
で

知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
の
維
持
管
理
が
重
要

で
す
。
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ

う
。
正
常
に
作
動
す
る
か
は
、
ボ

タ
ン
を
押
し
た
り
ひ
も
を
引
い
た

り
す
る
こ
と
で
点
検
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
製
品
の
取
扱
説
明
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
有
効

に
作
動
す
る
期
限
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
目
安
は
10
年
と
さ
れ
て

い
て
、
そ
れ
を
経
過
し
た
も
の
は

交
換
を
推
奨
し
ま
す
。

市
は
本
年
度
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
守
り
、
防
火
防
災
体
制
を

強
化
す
る
た
め
、
消
防
本
部
に
市

民
防
火
担
当
を
設
置
。
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
方
法
な
ど
、
防

火
に
つ
い
て
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
同
担
当
☎

（
42
）０
１
１
９
へ
。

昨年の倍、火災発生

火災を予防しましょう

府指定のがん治療推進病院である市立病院で開催している、がんサロ
ン「えがお」。本年度から、年間の開催回数を増やします。同病院で治療
中の人や治療が落ち着いた人、その家族など、どなたでも参加できます。
申し込みは、同病院連携医療室☎（43）0123へ。今後のサロンの開催日は、
本紙くらしのメモで随時お知らせします。

火
の
元
の
確
認
を
し
っ
か
り
と

警
報
器
の
点
検・交
換
を

市
民
防
火
担
当
を
設
置

4広報あやべ　　　　　　 第751号5 広報あやべ　　　　　　 第751号

綾
部
市
立
病
院

綾
部
市
立
病
院

新
任
医
師
の
紹
介

新
任
医
師
の
紹
介

がんサロン「えがお」

消化器
外科

内分泌・
糖尿病内科

た い　よ う　 　ひ ろ　 あ き

大 陽  宏 明　医師
お お　 さ か　　た か　 ふ み

大 坂  貴 史　医師

　青
野
町
の
市
立
病
院（
高
升

正
彦
院
長
）に
、本
年
４
月
か
ら

新
た
に
赴
任
し
た
４
人
の
医
師

を
紹
介
し
ま
す
。

患者同士が
交流・情報交換
患者同士が
交流・情報交換職員募集

　なじみのない診療科か
もしれませんが、腎、尿管、
ぼうこう、前立腺等といっ
た臓器の悪性疾患や排尿
障害など、生活の質に関
わる疾患を扱っています。
精一杯頑張りますので、よ
ろしくお願いします。

　命に関わる眼科疾患は
少ないですが、放置すれ
ば生活に不自由すること
もあります。
　市販薬では改善しない
時や眼科受診を勧められ
た時など、気軽にご相談
ください。

眼　科泌尿
器科

い　　む ら　　た い　 す け

井 村  泰 輔　医師

６月25日(月) 午後２時～３時
２階講堂

血行を良くする簡単な体操

５月22日(火) 午後２時～３時
西館新カンファレンス

食べやすい食事の工夫

日　時

場　所

学習会

日　時

場　所

学習会
がんサロンスタッフがんサロンスタッフ

　医療スタッフによる学習会と参加者同士
のおしゃべりタイムを通じて、交流や情報
交換ができます。がんを経験した人しか共
有できない思いを語り合える場です。自己
紹介をしないなど、プライバシーにも配慮
しています。
気軽にご参加
ください。

　今年、市内で起こった火災は、4月末までに昨年1年間の倍の10件発生
しています。一人ひとりが防火に努め、火災を防ぎましょう。

電池切れの場合は、警報音などが鳴ります。
新しい電池と交換してください。

ご 参 加 く だ さ い

さ わ　  だ　　　だ い 　す け

澤 田  大 輔　医師

　糖尿病診療を通じて、
地域の健康づくりに貢献
できるよう頑張ります。
　話の分かりやすい、
話しやすい医師を目指
しますので、よろしくお
願いします。

　これまで、消化器外科・
乳腺外科の経験を積んで
きました。腹腔鏡手術に
力を入れ、内視鏡外科
学会の技術認定を取得し
ました。地域の皆さんに
　　貢献できるように努
　　　　力します。

ふくくうきょう

　市立病院は、平成31年４月１日
に採用する職員を募集します。

問い合わせ
　　同病院管理課 ☎（43）0123

　詳細は、病院ホームページに掲載す
る募集要項でご確認ください。

募集予定職種
　看護師、助産師、薬剤師

募集人数　若干名

申込締切　６月29日(金)

試 験 日　７月14日(土)

選考方法　作文、面接



後
５
時
。
場
所
／
メ
ル
パ
ル
ク
京

都
５
〜
７
階
（
京
都
市
）。
対
象

／
平
成
31
年
３
月
卒
業
予
定
者
、

平
成
32
年
３
月
以
降
の
卒
業
予
定

者
、
一
般
求
職
者
、
医
療
系
有
資

格
者
な
ど
。
内
容
／
福
祉
職
場
リ

レ
ー
ト
ー
ク
や
合
同
就
職
面
接
会

等
。
そ
の
他
／
本
フ
ェ
ア
は
府
補

助
事
業
で
、
出
展
法
人
は
す
べ
て

「
き
ょ
う
と
福
祉
人
材
育
成
認
証

制
度
」
の
該
当
事
業
者
で
す
。

問
府
社
会
福
祉
協
議
会

　☎
０
７
５（
２
５
２
）６
２
９
７

　お
近
く
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、

郵
便
局
等
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
府
の
納
税
窓

口
で
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
府
中
丹
広
域
振
興
局
中
丹
西
府
税

　出
張
所

　☎（
22
）３
９
０
４

　n（
23
）８
２
４
２

　京
都
府
警
察
音
楽
隊
と
綾
部
警

察
署
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ト
ロ

ー
ル
in
綾
部
」
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
。
多
数
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時
／
６
月
17
日（
日
）午
後
３
時

保
健
所
へ
。

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
室

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保

険
者
）
の
平
成
30
年
度
介
護
保
険

料
は
、
前
年
分
の
所
得
な
ど
に
応

じ
て
決
定
し
、
６
月
中
旬
に
郵
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　納
付
方
法
は
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
に
よ
る
特
別
徴
収
（
年
金
年

額
18
万
円
以
上
の
人
）
と
、
納
付

書
や
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た

だ
く
普
通
徴
収
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く

人
は
、
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
40
〜
64
歳
の
人
（
第
２

号
被
保
険
者
）の
介
護
保
険
料
は
、

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
の
保

険
料
と
一
括
し
て
納
付
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
高
齢
者
支
援
課

　☎（
42
）４
２
６
１

　福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
は
、
学
生
・
一
般
求
職
者
を

対
象
に「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
30
日（
土
）正
午
〜
午

上
旬
に
お
届
け
す
る
用
紙
に
必
要

書
類
を
添
え
て
、
６
月
29
日（
金
）

ま
で
に
民
生
児
童
課
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
況
届

を
出
さ
ず
に
２
年
経
過
す
る
と
受

給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

　６
月
は
毎
週
木
曜
日
、
受
付
窓

口
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

問
民
生
児
童
課

　☎（
42
）４
２
５
２

　府
は
、
高
校
生
を
対
象
に
奨
学

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
う

ち
、
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯
、
障

害
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら
か
が

３
級
以
上
）
な
ど
。
申
請
期
間
／

６
月
１
日（
金
）〜
７
月
２
日

（
月
）。
申
請
書
／
中
丹
東
保
健
所

（
舞
鶴
市
）
と
中
丹
広
域
振
興
局

綾
部
地
域
総
務
室
（
川
糸
町
）。

そ
の
他
／
世
帯
の
要
件
や
支
給
対

象
に
な
る
学
校
な
ど
詳
し
く
は
同

開
場
、
午
後
４
時
開
演
（
午
後
６

時
終
演
予
定
）。
場
所
／
中
丹
文

化
会
館
（
里
町
）。
出
演
／
京
都

府
警
察
音
楽
隊
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

隊
、
府
立
綾
部
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
。
そ
の
他
／
入
場
に
は
５
月
１

日
か
ら
配
布
す
る
整
理
券
が
必

要
。
配
布
場
所
／
京
都
府
警
察
広

報
セ
ン
タ
ー
（
上
京
区
）、
中
丹

文
化
会
館
（
里
町
）、綾
部・亀
岡
・

南
丹
・
福
知
山
・
舞
鶴
・
宮
津
・

京
丹
後
の
各
警
察
署
。

問
京
都
府
警
察
音
楽
隊

　☎
０
７
５（
６
４
２
）５
９
７
２

　京
都
府
警
察
本
部
広
報
応
接
課

　☎
０
７
５（
４
５
１
）９
１
１
１

　毎
年
春
先
か
ら
、
マ
リ
ン
レ
ジ

ャ
ー
が
活
発
と
な
り
、
海
で
の
事

故
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
疲
れ
て
い

る
時
や
飲
酒
し
た
時
は
、
絶
対
に

海
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
遊
ぶ

人
は
、
出
港
前
に
気
象
・
海
象
の

確
認
や
機
関
の
点
検
と
と
も
に
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　事
故
が
発
生
し
た
時
や
事
故
を

発
見
し
た
時
は
、
た
だ
ち
に
「
１

１
８
番
」へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
／
７
月
１
日
〜
平
成
31
年
６

月
30
日
（
１
年
間
）。
活
動
内
容

／
由
良
川
の
変
化
や
ご
み
の
投
棄

な
ど
河
川
の
情
報
提
供
。
活
動
範

囲
／
由
良
川
綾
部
市
域
。
応
募
資

格
／
由
良
川
付
近
在
住
の
20
歳
以

上
の
人
。
定
員
／
若
干
名
（
多
数

の
場
合
は
選
考
）。
応
募
方
法
／

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

職
業
、
地
域
活
動
へ
参
加
し
た
経

験
、
応
募
の
理
由
を
記
入
し
、
６

月
１
日（
金
）必
着
で
福
知
山
河
川

国
道
事
務
所
へ
。
謝
礼
／
月
額
４

５
０
０
円
程
度
。

問
同
事
務
所

　☎（
22
）５
１
０
４

　n（
23
）６
７
４
１

　５
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
２
６
２
４
人
（
男
１

５
６
７
５
、
女
１
６
９
４
９
）。

世
帯
数
は
１
３
７
４
７
世
帯
で

す
。　同

日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

10
件
（
建
物
３
件
）
で
す
。

け
、
浄
化
槽
の
設
置
と
管
理
を
行

い
ま
す
。

　対
象
地
域
は
公
共
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
区
域
以
外
。
設
置
時

に
分
担
金
を
、
使
用
開
始
後
は
使

用
料
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
下
水
道
課
へ
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
９
６

　人
事
院
は
、
平
成
30
年
度
国
家

公
務
員
採
用
一
般
職
試
験
（
高
卒

者
試
験
）
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
＝
６
月
18
日（
月
）〜
27
日

（
水
）。
郵
送
・
持
参
＝
６
月
18
日

（
月
）〜
20
日
（
水
）。※

原
則
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
第
一
次
試
験
日
／
９
月

２
日（
日
）。
試
験
地
／
京
都
市
、

大
阪
市
、
神
戸
市
、
奈
良
市
、
和

歌
山
市
、
田
辺
市
。
そ
の
他
／
受

験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員
試

験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
へ
。

問
人
事
院
近
畿
事
務
局
試
験
第
二
係

　☎
０
６（
４
７
９
６
）２
１
９
１

　国
土
交
通
省
は
、
地
域
の
方
々

と
河
川
管
理
者
の
連
携
を
よ
り
深

問
舞
鶴
海
上
保
安
部 

　☎
０
７
７
３（
76
）４
１
２
０

　全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会

は
、情
報
誌「
水
の
源
」を
発
行
し
、

過
疎
地
域
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
年

間
購
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

発
行
／
年
４
回
。
購
読
料
／
千
円

（
送
料
・
税
込
み
）。
申
込
み
／
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
全
国

水
源
の
里
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
定
住
・
地
域
政
策
課
）
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
７
１

　メ
ー
ルteijyutiiki@

city.

　
　
　
　
　
　
　
　

ayabe.lg.jp

　市
は
、「
特
定
地
域
生
活
排
水

処
理
事
業
（
合
併
処
理
浄
化
槽
を

市
が
設
置
す
る
水
洗
化
事
業
）」

に
よ
る
本
年
度
以
降
の
浄
化
槽
設

置
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
事
業
で
は
、
市
が
個
人
の

土
地
の
一
部
を
無
償
で
借
り
受

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406

　平
成
29
年
度
の
情
報
公
開
請
求

は
１
６
７
件
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
全
部
開
示
は
１
２
８
件
、

部
分
開
示
は
33
件
、
非
開
示
は
３

件
、
不
存
在
は
３
件
で
し
た
。

　ま
た
、
市
外
か
ら
情
報
公
開
請

求
が
あ
っ
た
任
意
的
開
示
は
32
件

で
し
た
。

請
求
内
容
／
市
情
報
公
開
条
例
に

よ
る
請
求
は
１
３
５
件
で
、
公
共

工
事
の
設
計
書
な
ど
を
開
示
。
市

個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
る
請
求

は
６
件
で
し
た
。

問
総
務
課

　☎（
42
）４
２
２
３

　市
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
を
対
象
に

児
童
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ

る
か
確
認
を
す
る
た
め
、
毎
年
１

回
、
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
６
月

平
成
29
年
度
情
報
公
開
件
数

「
水
の
源
」年
間
購
読
者

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業

浄
化
槽
設
置
希
望
者

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

国
家
公
務
員
採
用一般
職
試
験

海
の
事
故
は
１
１
８
番
へ

平
成
30
年
度
介
護
保
険
料

５
月
31
日
は
自
動
車
税
の
納
期
限

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ト
ロ
ー
ル
in
綾
部

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア

児
童
手
当
の
現
況
届

高
校
生
給
付
型
奨
学
金

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

☎
＝
電
話
　n
＝
フ
ァ
ク
ス
　
　  

（
市
役
所
は
９
面
左
上
）

募 

集

人
口
・
火
災
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お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

※職種  介護職員
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※梅の木寮・デイサービスの介護職員、営繕・
　施設周辺整備担当のパートも同時募集して
　います。

2018年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

1,000円
前売り

7月8日日 14：00開演

《全席指定》

Family Meets
ファミリー ミーツ

みんなで楽しむ音楽会♫
出演：うたのおにいさん・おねえさん・

大阪交響楽団

0歳もOK!

※あなたの体調に合わせてつくる
　漢方茶は、お持ち帰りも可能です！

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
当店オリジナルのスープカレー各種も大人気！！

　
　
　孫
、
孫

　♪
な
ん
で
〜
こ
ん
な
に
可
愛

い
の
か
よ
〜
、
孫
と
い
う
名
の
宝

も
の
〜
♪

　２
人
目
の
孫
に
恵
ま
れ
た
。

大
泉
逸
郎
の
歌
よ
ろ
し
く
理
屈

抜
き
で
愛
く
る
し
い
。
最
初
の

孫
を
授
か
っ
た
３
年
前
、争
い
の

な
い
世
界
平
和
を
念
じ
た
が
、更

に
そ
の
想
い
を
強
く
し
て
い
る
。

　と
こ
ろ
で
、
親
が
子
を
大
事

に
す
る
の
は
種
の
保
存
の
た
め

と
い
う
進
化
論
的
な
裏
付
け
が

あ
る
が
、
祖
父
母
が
孫
を
溺
愛

す
る
の
は
趣
が
異
な
る
。
子

（
孫
）
の
面
倒
は
親
（
我
が
子
）

が
み
れ
ば
十
分
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
他

の
多
く
の
動
物
で
は
隔
世
代
が

誕
生
す
る
ま
で
生
存
す
る
確
率

が
低
い
た
め
、
孫
を
可
愛
が
る

よ
う
な
行
動
に
進
化
す
る
余
地

が
な
い
と
い
う
。
そ
の
点
で
ヒ

ト
は
己
の
繁
殖
期
を
終
え
た
後

も
か
な
り
の
寿
命
を
も
つ
が
、

こ
れ
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
？

　祖
父
母
が
子
育
て
に
参
加
す

る
こ
と
で
孫
の
生
存
率
が
高
ま

る
の
で
は
な
い
か
と
の
説
も
あ

り
、
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
孫
に

執
着
す
る
理
由
も
そ
れ
な
り
に

説
明
で
き
よ
う
。
現
実
問
題
と

し
て
、
核
家
族
で
共
働
き
し
な

が
ら
複
数
の
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
は
至
難
の
業
で
、
ま
さ
に

我
が
息
子
夫
婦
も
そ
の
状
況
に

直
面
し
て
い
る
。
古
よ
り
大
家

族
制
の
中
で
育
ま
れ
た
我
が
国

の
伝
統
が
、
少
子
化
待
っ
た
な

し
の
現
代
社
会
に
お
い
て
こ
そ

も
っ
と
見
直
さ
れ
て
も
良
い
の

で
は
、
と
考
え
る
。
特
に
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
豊
富
な
子
育
て
経

験
の
効
用
は
人
口
増
に
寄
与
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
て
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
と
い
う
と
、
泣

き
じ
ゃ
く
る
赤
子
を
前
に〝
マ

ゴ
マ
ゴ
〞す
る
だ
け
か
も
し
れ

な
い
。山

崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

99で
き
あ
い

お
も
む
き

い
に
し
え

市
内
で
発
生
し
た
多
く
の
火
災

は
、
屋
外
で
の
火
の
取
り
扱
い
が

原
因
で
す
。
屋
外
で
火
を
使
用
す

る
際
は
▽
不
要
な
た
き
火
で
な
い

か
▽
安
全
な
場
所
か
▽
周
囲
に
燃

え
や
す
い
も
の
は
な
い
か
▽
強
い

風
が
吹
い
て
い
な
い
か
▽
消
火
準

備
は
万
全
か
│
な
ど
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、た
き
火
な
ど
の

火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
火
や
煙
を

発
す
る
行
為
を
す
る
場
合
、
事
前

に
消
防
署
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
０
件
だ
っ
た
建
物
火
災
も

４
月
末
ま
で
に
３
件
発
生
し
ま
し

た
。
全
国
的
に
は
毎
年「
こ
ん
ろ
」

に
よ
る
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
火
を
つ
け
た
ま
ま
放
置
し

て
し
ま
う
こ
と
が
主
な
原
因
で
す
。

少
し
の
間
で
も
油
断
せ
ず
、
火
を

完
全
に
消
し
て
か
ら
こ
ん
ろ
を
離

れ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ガ
ス
の
元
栓
や
た
ば
こ

の
後
始
末
な
ど
、
火
の
元
を
し
っ

か
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

煙
や
熱
を
感
知
し
、
音
や
光
で

知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
の
維
持
管
理
が
重
要

で
す
。
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ

う
。
正
常
に
作
動
す
る
か
は
、
ボ

タ
ン
を
押
し
た
り
ひ
も
を
引
い
た

り
す
る
こ
と
で
点
検
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
製
品
の
取
扱
説
明
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
有
効

に
作
動
す
る
期
限
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
目
安
は
10
年
と
さ
れ
て

い
て
、
そ
れ
を
経
過
し
た
も
の
は

交
換
を
推
奨
し
ま
す
。

市
は
本
年
度
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
守
り
、
防
火
防
災
体
制
を

強
化
す
る
た
め
、
消
防
本
部
に
市

民
防
火
担
当
を
設
置
。
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
方
法
な
ど
、
防

火
に
つ
い
て
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
同
担
当
☎

（
42
）０
１
１
９
へ
。

昨年の倍、火災発生

火災を予防しましょう

府指定のがん治療推進病院である市立病院で開催している、がんサロ
ン「えがお」。本年度から、年間の開催回数を増やします。同病院で治療
中の人や治療が落ち着いた人、その家族など、どなたでも参加できます。
申し込みは、同病院連携医療室☎（43）0123へ。今後のサロンの開催日は、
本紙くらしのメモで随時お知らせします。

火
の
元
の
確
認
を
し
っ
か
り
と

警
報
器
の
点
検・交
換
を

市
民
防
火
担
当
を
設
置
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綾
部
市
立
病
院

綾
部
市
立
病
院

新
任
医
師
の
紹
介

新
任
医
師
の
紹
介

がんサロン「えがお」

消化器
外科

内分泌・
糖尿病内科

た い　よ う　 　ひ ろ　 あ き

大 陽  宏 明　医師
お お　 さ か　　た か　 ふ み

大 坂  貴 史　医師

　青
野
町
の
市
立
病
院（
高
升

正
彦
院
長
）に
、本
年
４
月
か
ら

新
た
に
赴
任
し
た
４
人
の
医
師

を
紹
介
し
ま
す
。

患者同士が
交流・情報交換
患者同士が
交流・情報交換職員募集

　なじみのない診療科か
もしれませんが、腎、尿管、
ぼうこう、前立腺等といっ
た臓器の悪性疾患や排尿
障害など、生活の質に関
わる疾患を扱っています。
精一杯頑張りますので、よ
ろしくお願いします。

　命に関わる眼科疾患は
少ないですが、放置すれ
ば生活に不自由すること
もあります。
　市販薬では改善しない
時や眼科受診を勧められ
た時など、気軽にご相談
ください。

眼　科泌尿
器科

い　　む ら　　た い　 す け

井 村  泰 輔　医師

６月25日(月) 午後２時～３時
２階講堂

血行を良くする簡単な体操

５月22日(火) 午後２時～３時
西館新カンファレンス

食べやすい食事の工夫

日　時

場　所

学習会

日　時

場　所

学習会
がんサロンスタッフがんサロンスタッフ

　医療スタッフによる学習会と参加者同士
のおしゃべりタイムを通じて、交流や情報
交換ができます。がんを経験した人しか共
有できない思いを語り合える場です。自己
紹介をしないなど、プライバシーにも配慮
しています。
気軽にご参加
ください。

　今年、市内で起こった火災は、4月末までに昨年1年間の倍の10件発生
しています。一人ひとりが防火に努め、火災を防ぎましょう。

電池切れの場合は、警報音などが鳴ります。
新しい電池と交換してください。

ご 参 加 く だ さ い

さ わ　  だ　　　だ い 　す け

澤 田  大 輔　医師

　糖尿病診療を通じて、
地域の健康づくりに貢献
できるよう頑張ります。
　話の分かりやすい、
話しやすい医師を目指
しますので、よろしくお
願いします。

　これまで、消化器外科・
乳腺外科の経験を積んで
きました。腹腔鏡手術に
力を入れ、内視鏡外科
学会の技術認定を取得し
ました。地域の皆さんに
　　貢献できるように努
　　　　力します。

ふくくうきょう

　市立病院は、平成31年４月１日
に採用する職員を募集します。

問い合わせ
　　同病院管理課 ☎（43）0123

　詳細は、病院ホームページに掲載す
る募集要項でご確認ください。

募集予定職種
　看護師、助産師、薬剤師

募集人数　若干名

申込締切　６月29日(金)

試 験 日　７月14日(土)

選考方法　作文、面接



30
点
が
入
賞

今
年
は
、昨
年
よ
り
15
人
多
く
、

市
内
外
の
１
８
９
人
か
ら
２
４
５

点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
４
部
門

（
書
、洋
画
、日
本
画
、写
真
）
で
審

査
。
市
展
賞
４
点
、
特
選
11
点
、

奨
励
賞
15
点
の
計
30
点
が
入
賞
し

ま
し
た
。
特
選
、
奨
励
賞
の
受
賞

者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す（
順
不
同
、

敬
称
略
）。

　
　

 【
書
】石
川
翔（
西
坂
町
）、

大
槻
裕
子
（
味
方
町
）、
谷
口
光

昭
（
福
知
山
市
）【
洋
画
】
大
槻

修
平
（
福
知
山
市
）【
日
本
画
】

数
江
祥
二
（
福
知
山
市
）【
写
真
】

蘓
理
忠
則
（
福
知
山
市
）、
田
中

聖
司
（
同
）、
西
田
眞
弘
（
同
）、

堀
島
信
之（
同
）、和
久
秀
輝（
同
）、

枡
井
節
夫
（
名
古
屋
市
）。

　
　

 【
書
】
大
江
芳
子
（
神
宮

寺
町
）、
高
田
あ
ゆ
み
（
志
賀
郷

町
）、洲
﨑
正
雄（
舞
鶴
市
）【
洋
画
】

岡
田
尚
子
（
上
野
町
）【
写
真
】

四
方
敬
一
（
下
八
田
町
）、
四
方

卓
治（
上
野
町
）、鈴
木
隆（
岡
町
）、

西
岡
正
則
（
田
野
町
）、
村
上
正

美
（
味
方
町
）、
因
幡
孝
一
（
福

知
山
市
）、
岡
本
晃
一
（
同
）、
寺

山
欽
吾
（
同
）、土
佐
征
英
（
同
）、

樋
口
光
男
（
同
）、
林
正
武
（
舞

鶴
市
）。

　市と市教育委員会は４月29日から５月
３日まで、並松町の市民センターで「第
35回綾部市美術展」を開催。期間中、延
べ905人が来場し、力作を鑑賞しました。
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第35回

書の部
「寸松庵色紙臨書他」 浦井八千代（宇治市）
　　　散らし書きによる空間の美、おおらかな行
の表情、行の構成を見事にとらえて、作者の力量
が感じられる秀作です。

講評

洋画の部
「天空の古木（栃）」 
岩崎辰夫（睦寄町）
　　　なんと堂々たる風格のある
作品なのでしょう。大胆な構図と
中央の古木の暗闇。圧倒的な存在
感が画面を支配しています。

講評

写真の部
「しぶき煌めく」
塩見博之（位田町）
　　　トーンや構図に
無駄がなく、題名の通
りしぶき一粒一粒に飛
び立つ鳥の力強さと生
命力を感じます。

講評

日本画の部
「神木」
中野世士夫（位田町）
　　　神木への作者の
気持ちがストレートに
表現された秀作。特に、
上の見えない大樹の様
子が見る者の想像力を
掻き立てます。

講評

特 

選

奨
励
賞

市展賞
作品

綾部市美術展温かい給食いただきます
市教育委員会は５月１日、綾部中学校＝写真＝と
八田中学校で学校給食を開始しました。この日の献
立は、ホットドッグとオニオンスープ。給食を味わ
った生徒は「温かい昼食が食べられてうれしい」
「おいしい」と笑顔。いずれも各学校で調理した給
食を提供する自校調理方式で、全小・中学校で自校
調理方式を採用した給食は、府内の市では本市のみ
です。

郵便局と
高齢者の見守り協定
市は４月25日、府とともに市内13の郵便局と

「中丹ふるさとを守る活動に関する協定」を締
結しました。この協定により、郵便局の窓口や
配達時などに高齢者の見守り活動が行われ、異
変があった際には市が連携して対応します。志
賀郷郵便局の脇坂輝幸局長＝写真前列左から４
人目＝は「今まで以上に地域に貢献していきた
い」などと話していました。 エフエムあやべがＷ受賞

エフエムあやべの制作番組『歩き始める』が
このほど、第55回ギャラクシー賞の奨励賞を受
賞しました。同番組はパーキンソン病患者と家
族でつくる「アヤベたんぽぽの会」の活動を追
ったもの＝写真は映像版。大手放送局も参加す
る全国規模の賞で、同社によると「地域のコミ
ュニティ放送局の受賞は珍しい」とのことです｡
また４月27日には、近畿コミュニティ放送賞
で、同社の「ドローンによる災害状況の情報発
信」が優秀賞を受賞。同社の地域に根差した放
送が各方面で評価されています。

二王門素屋根内部
最後の見学会
二王門プロジェクト実行委員会は４月22日、

改修中の国宝光明寺二王門の見学会を開催しまし
た。葺き替えられた屋根を間近に見られる最後の
機会に100人が参加。市資料館の三好博喜館長の
説明に耳を傾け、写真を撮るなど熱心に見学をし
ていました。棟付近の葺き上げを残すのみとなっ
た改修工事。12月には完成予定です。
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30
点
が
入
賞

今
年
は
、昨
年
よ
り
15
人
多
く
、

市
内
外
の
１
８
９
人
か
ら
２
４
５

点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
４
部
門

（
書
、洋
画
、日
本
画
、写
真
）
で
審

査
。
市
展
賞
４
点
、
特
選
11
点
、

奨
励
賞
15
点
の
計
30
点
が
入
賞
し

ま
し
た
。
特
選
、
奨
励
賞
の
受
賞

者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す（
順
不
同
、

敬
称
略
）。

　
　

 【
書
】石
川
翔（
西
坂
町
）、

大
槻
裕
子
（
味
方
町
）、
谷
口
光

昭
（
福
知
山
市
）【
洋
画
】
大
槻

修
平
（
福
知
山
市
）【
日
本
画
】

数
江
祥
二
（
福
知
山
市
）【
写
真
】

蘓
理
忠
則
（
福
知
山
市
）、
田
中

聖
司
（
同
）、
西
田
眞
弘
（
同
）、

堀
島
信
之（
同
）、和
久
秀
輝（
同
）、

枡
井
節
夫
（
名
古
屋
市
）。

　
　

 【
書
】
大
江
芳
子
（
神
宮

寺
町
）、
高
田
あ
ゆ
み
（
志
賀
郷

町
）、洲
﨑
正
雄（
舞
鶴
市
）【
洋
画
】

岡
田
尚
子
（
上
野
町
）【
写
真
】

四
方
敬
一
（
下
八
田
町
）、
四
方

卓
治（
上
野
町
）、鈴
木
隆（
岡
町
）、

西
岡
正
則
（
田
野
町
）、
村
上
正

美
（
味
方
町
）、
因
幡
孝
一
（
福

知
山
市
）、
岡
本
晃
一
（
同
）、
寺

山
欽
吾
（
同
）、土
佐
征
英
（
同
）、

樋
口
光
男
（
同
）、
林
正
武
（
舞

鶴
市
）。

　市と市教育委員会は４月29日から５月
３日まで、並松町の市民センターで「第
35回綾部市美術展」を開催。期間中、延
べ905人が来場し、力作を鑑賞しました。
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第35回

書の部
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「神木」
中野世士夫（位田町）
　　　神木への作者の
気持ちがストレートに
表現された秀作。特に、
上の見えない大樹の様
子が見る者の想像力を
掻き立てます。

講評
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選

奨
励
賞

市展賞
作品

綾部市美術展温かい給食いただきます
市教育委員会は５月１日、綾部中学校＝写真＝と
八田中学校で学校給食を開始しました。この日の献
立は、ホットドッグとオニオンスープ。給食を味わ
った生徒は「温かい昼食が食べられてうれしい」
「おいしい」と笑顔。いずれも各学校で調理した給
食を提供する自校調理方式で、全小・中学校で自校
調理方式を採用した給食は、府内の市では本市のみ
です。

郵便局と
高齢者の見守り協定
市は４月25日、府とともに市内13の郵便局と
「中丹ふるさとを守る活動に関する協定」を締
結しました。この協定により、郵便局の窓口や
配達時などに高齢者の見守り活動が行われ、異
変があった際には市が連携して対応します。志
賀郷郵便局の脇坂輝幸局長＝写真前列左から４
人目＝は「今まで以上に地域に貢献していきた
い」などと話していました。 エフエムあやべがＷ受賞

エフエムあやべの制作番組『歩き始める』が
このほど、第55回ギャラクシー賞の奨励賞を受
賞しました。同番組はパーキンソン病患者と家
族でつくる「アヤベたんぽぽの会」の活動を追
ったもの＝写真は映像版。大手放送局も参加す
る全国規模の賞で、同社によると「地域のコミ
ュニティ放送局の受賞は珍しい」とのことです｡
また４月27日には、近畿コミュニティ放送賞

で、同社の「ドローンによる災害状況の情報発
信」が優秀賞を受賞。同社の地域に根差した放
送が各方面で評価されています。

二王門素屋根内部
最後の見学会
二王門プロジェクト実行委員会は４月22日、

改修中の国宝光明寺二王門の見学会を開催しまし
た。葺き替えられた屋根を間近に見られる最後の
機会に100人が参加。市資料館の三好博喜館長の
説明に耳を傾け、写真を撮るなど熱心に見学をし
ていました。棟付近の葺き上げを残すのみとなっ
た改修工事。12月には完成予定です。
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後
５
時
。
場
所
／
メ
ル
パ
ル
ク
京

都
５
〜
７
階
（
京
都
市
）。
対
象

／
平
成
31
年
３
月
卒
業
予
定
者
、

平
成
32
年
３
月
以
降
の
卒
業
予
定

者
、
一
般
求
職
者
、
医
療
系
有
資

格
者
な
ど
。
内
容
／
福
祉
職
場
リ

レ
ー
ト
ー
ク
や
合
同
就
職
面
接
会

等
。
そ
の
他
／
本
フ
ェ
ア
は
府
補

助
事
業
で
、
出
展
法
人
は
す
べ
て

「
き
ょ
う
と
福
祉
人
材
育
成
認
証

制
度
」
の
該
当
事
業
者
で
す
。

問
府
社
会
福
祉
協
議
会

　☎
０
７
５（
２
５
２
）６
２
９
７

　お
近
く
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、

郵
便
局
等
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
府
の
納
税
窓

口
で
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
府
中
丹
広
域
振
興
局
中
丹
西
府
税

　出
張
所

　☎（
22
）３
９
０
４

　n（
23
）８
２
４
２

　京
都
府
警
察
音
楽
隊
と
綾
部
警

察
署
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ト
ロ

ー
ル
in
綾
部
」
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
。
多
数
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時
／
６
月
17
日（
日
）午
後
３
時

保
健
所
へ
。

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
室

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保

険
者
）
の
平
成
30
年
度
介
護
保
険

料
は
、
前
年
分
の
所
得
な
ど
に
応

じ
て
決
定
し
、
６
月
中
旬
に
郵
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　納
付
方
法
は
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
に
よ
る
特
別
徴
収
（
年
金
年

額
18
万
円
以
上
の
人
）
と
、
納
付

書
や
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た

だ
く
普
通
徴
収
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く

人
は
、
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
40
〜
64
歳
の
人
（
第
２

号
被
保
険
者
）の
介
護
保
険
料
は
、

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
の
保

険
料
と
一
括
し
て
納
付
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
高
齢
者
支
援
課

　☎（
42
）４
２
６
１

　福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
は
、
学
生
・
一
般
求
職
者
を

対
象
に「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
30
日（
土
）正
午
〜
午

上
旬
に
お
届
け
す
る
用
紙
に
必
要

書
類
を
添
え
て
、
６
月
29
日（
金
）

ま
で
に
民
生
児
童
課
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
況
届

を
出
さ
ず
に
２
年
経
過
す
る
と
受

給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

　６
月
は
毎
週
木
曜
日
、
受
付
窓

口
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

問
民
生
児
童
課

　☎（
42
）４
２
５
２

　府
は
、
高
校
生
を
対
象
に
奨
学

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
う

ち
、
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯
、
障

害
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら
か
が

３
級
以
上
）
な
ど
。
申
請
期
間
／

６
月
１
日（
金
）〜
７
月
２
日

（
月
）。
申
請
書
／
中
丹
東
保
健
所

（
舞
鶴
市
）
と
中
丹
広
域
振
興
局

綾
部
地
域
総
務
室
（
川
糸
町
）。

そ
の
他
／
世
帯
の
要
件
や
支
給
対

象
に
な
る
学
校
な
ど
詳
し
く
は
同

開
場
、
午
後
４
時
開
演
（
午
後
６

時
終
演
予
定
）。
場
所
／
中
丹
文

化
会
館
（
里
町
）。
出
演
／
京
都

府
警
察
音
楽
隊
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

隊
、
府
立
綾
部
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
。
そ
の
他
／
入
場
に
は
５
月
１

日
か
ら
配
布
す
る
整
理
券
が
必

要
。
配
布
場
所
／
京
都
府
警
察
広

報
セ
ン
タ
ー
（
上
京
区
）、
中
丹

文
化
会
館
（
里
町
）、綾
部・亀
岡
・

南
丹
・
福
知
山
・
舞
鶴
・
宮
津
・

京
丹
後
の
各
警
察
署
。

問
京
都
府
警
察
音
楽
隊

　☎
０
７
５（
６
４
２
）５
９
７
２

　京
都
府
警
察
本
部
広
報
応
接
課

　☎
０
７
５（
４
５
１
）９
１
１
１

　毎
年
春
先
か
ら
、
マ
リ
ン
レ
ジ

ャ
ー
が
活
発
と
な
り
、
海
で
の
事

故
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
疲
れ
て
い

る
時
や
飲
酒
し
た
時
は
、
絶
対
に

海
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
遊
ぶ

人
は
、
出
港
前
に
気
象
・
海
象
の

確
認
や
機
関
の
点
検
と
と
も
に
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　事
故
が
発
生
し
た
時
や
事
故
を

発
見
し
た
時
は
、
た
だ
ち
に
「
１

１
８
番
」へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
／
７
月
１
日
〜
平
成
31
年
６

月
30
日
（
１
年
間
）。
活
動
内
容

／
由
良
川
の
変
化
や
ご
み
の
投
棄

な
ど
河
川
の
情
報
提
供
。
活
動
範

囲
／
由
良
川
綾
部
市
域
。
応
募
資

格
／
由
良
川
付
近
在
住
の
20
歳
以

上
の
人
。
定
員
／
若
干
名
（
多
数

の
場
合
は
選
考
）。
応
募
方
法
／

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

職
業
、
地
域
活
動
へ
参
加
し
た
経

験
、
応
募
の
理
由
を
記
入
し
、
６

月
１
日（
金
）必
着
で
福
知
山
河
川

国
道
事
務
所
へ
。
謝
礼
／
月
額
４

５
０
０
円
程
度
。

問
同
事
務
所

　☎（
22
）５
１
０
４

　n（
23
）６
７
４
１

　５
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
２
６
２
４
人
（
男
１

５
６
７
５
、
女
１
６
９
４
９
）。

世
帯
数
は
１
３
７
４
７
世
帯
で

す
。　同

日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

10
件
（
建
物
３
件
）
で
す
。

け
、
浄
化
槽
の
設
置
と
管
理
を
行

い
ま
す
。

　対
象
地
域
は
公
共
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
区
域
以
外
。
設
置
時

に
分
担
金
を
、
使
用
開
始
後
は
使

用
料
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
下
水
道
課
へ
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
９
６

　人
事
院
は
、
平
成
30
年
度
国
家

公
務
員
採
用
一
般
職
試
験
（
高
卒

者
試
験
）
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
＝
６
月
18
日（
月
）〜
27
日

（
水
）。
郵
送
・
持
参
＝
６
月
18
日

（
月
）〜
20
日
（
水
）。※

原
則
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
第
一
次
試
験
日
／
９
月

２
日（
日
）。
試
験
地
／
京
都
市
、

大
阪
市
、
神
戸
市
、
奈
良
市
、
和

歌
山
市
、
田
辺
市
。
そ
の
他
／
受

験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員
試

験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
へ
。

問
人
事
院
近
畿
事
務
局
試
験
第
二
係

　☎
０
６（
４
７
９
６
）２
１
９
１

　国
土
交
通
省
は
、
地
域
の
方
々

と
河
川
管
理
者
の
連
携
を
よ
り
深

問
舞
鶴
海
上
保
安
部 

　☎
０
７
７
３（
76
）４
１
２
０

　全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会

は
、情
報
誌「
水
の
源
」を
発
行
し
、

過
疎
地
域
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
年

間
購
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

発
行
／
年
４
回
。
購
読
料
／
千
円

（
送
料
・
税
込
み
）。
申
込
み
／
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
全
国

水
源
の
里
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
定
住
・
地
域
政
策
課
）
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
７
１

　メ
ー
ルteijyutiiki@

city.

　
　
　
　
　
　
　
　

ayabe.lg.jp

　市
は
、「
特
定
地
域
生
活
排
水

処
理
事
業
（
合
併
処
理
浄
化
槽
を

市
が
設
置
す
る
水
洗
化
事
業
）」

に
よ
る
本
年
度
以
降
の
浄
化
槽
設

置
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
事
業
で
は
、
市
が
個
人
の

土
地
の
一
部
を
無
償
で
借
り
受

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406

　平
成
29
年
度
の
情
報
公
開
請
求

は
１
６
７
件
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
全
部
開
示
は
１
２
８
件
、

部
分
開
示
は
33
件
、
非
開
示
は
３

件
、
不
存
在
は
３
件
で
し
た
。

　ま
た
、
市
外
か
ら
情
報
公
開
請

求
が
あ
っ
た
任
意
的
開
示
は
32
件

で
し
た
。

請
求
内
容
／
市
情
報
公
開
条
例
に

よ
る
請
求
は
１
３
５
件
で
、
公
共

工
事
の
設
計
書
な
ど
を
開
示
。
市

個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
る
請
求

は
６
件
で
し
た
。

問
総
務
課

　☎（
42
）４
２
２
３

　市
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
を
対
象
に

児
童
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ

る
か
確
認
を
す
る
た
め
、
毎
年
１

回
、
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
６
月

平
成
29
年
度
情
報
公
開
件
数

「
水
の
源
」年
間
購
読
者

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業

浄
化
槽
設
置
希
望
者

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

国
家
公
務
員
採
用一般
職
試
験

海
の
事
故
は
１
１
８
番
へ

平
成
30
年
度
介
護
保
険
料

５
月
31
日
は
自
動
車
税
の
納
期
限

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ト
ロ
ー
ル
in
綾
部

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア

児
童
手
当
の
現
況
届

高
校
生
給
付
型
奨
学
金

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

☎
＝
電
話
　n
＝
フ
ァ
ク
ス
　
　  

（
市
役
所
は
９
面
左
上
）

募 

集

人
口
・
火
災

8広報あやべ　　　　　　 第751号9 広報あやべ　　　　　　 第751号

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

※職種  介護職員
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※梅の木寮・デイサービスの介護職員、営繕・
　施設周辺整備担当のパートも同時募集して
　います。

2018年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

1,000円
前売り

7月8日日 14：00開演

《全席指定》

Family Meets
ファミリー ミーツ

みんなで楽しむ音楽会♫
出演：うたのおにいさん・おねえさん・

大阪交響楽団

0歳もOK!

※あなたの体調に合わせてつくる
　漢方茶は、お持ち帰りも可能です！

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
当店オリジナルのスープカレー各種も大人気！！

　
　
　孫
、
孫

　♪
な
ん
で
〜
こ
ん
な
に
可
愛

い
の
か
よ
〜
、
孫
と
い
う
名
の
宝

も
の
〜
♪

　２
人
目
の
孫
に
恵
ま
れ
た
。

大
泉
逸
郎
の
歌
よ
ろ
し
く
理
屈

抜
き
で
愛
く
る
し
い
。
最
初
の

孫
を
授
か
っ
た
３
年
前
、争
い
の

な
い
世
界
平
和
を
念
じ
た
が
、更

に
そ
の
想
い
を
強
く
し
て
い
る
。

　と
こ
ろ
で
、
親
が
子
を
大
事

に
す
る
の
は
種
の
保
存
の
た
め

と
い
う
進
化
論
的
な
裏
付
け
が

あ
る
が
、
祖
父
母
が
孫
を
溺
愛

す
る
の
は
趣
が
異
な
る
。
子

（
孫
）
の
面
倒
は
親
（
我
が
子
）

が
み
れ
ば
十
分
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
他

の
多
く
の
動
物
で
は
隔
世
代
が

誕
生
す
る
ま
で
生
存
す
る
確
率

が
低
い
た
め
、
孫
を
可
愛
が
る

よ
う
な
行
動
に
進
化
す
る
余
地

が
な
い
と
い
う
。
そ
の
点
で
ヒ

ト
は
己
の
繁
殖
期
を
終
え
た
後

も
か
な
り
の
寿
命
を
も
つ
が
、

こ
れ
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
？

　祖
父
母
が
子
育
て
に
参
加
す

る
こ
と
で
孫
の
生
存
率
が
高
ま

る
の
で
は
な
い
か
と
の
説
も
あ

り
、
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
孫
に

執
着
す
る
理
由
も
そ
れ
な
り
に

説
明
で
き
よ
う
。
現
実
問
題
と

し
て
、
核
家
族
で
共
働
き
し
な

が
ら
複
数
の
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
は
至
難
の
業
で
、
ま
さ
に

我
が
息
子
夫
婦
も
そ
の
状
況
に

直
面
し
て
い
る
。
古
よ
り
大
家

族
制
の
中
で
育
ま
れ
た
我
が
国

の
伝
統
が
、
少
子
化
待
っ
た
な

し
の
現
代
社
会
に
お
い
て
こ
そ

も
っ
と
見
直
さ
れ
て
も
良
い
の

で
は
、
と
考
え
る
。
特
に
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
豊
富
な
子
育
て
経

験
の
効
用
は
人
口
増
に
寄
与
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
て
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
と
い
う
と
、
泣

き
じ
ゃ
く
る
赤
子
を
前
に〝
マ

ゴ
マ
ゴ
〞す
る
だ
け
か
も
し
れ

な
い
。山

崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

99で
き
あ
い

お
も
む
き

い
に
し
え

市
内
で
発
生
し
た
多
く
の
火
災

は
、
屋
外
で
の
火
の
取
り
扱
い
が

原
因
で
す
。
屋
外
で
火
を
使
用
す

る
際
は
▽
不
要
な
た
き
火
で
な
い

か
▽
安
全
な
場
所
か
▽
周
囲
に
燃

え
や
す
い
も
の
は
な
い
か
▽
強
い

風
が
吹
い
て
い
な
い
か
▽
消
火
準

備
は
万
全
か
│
な
ど
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、た
き
火
な
ど
の

火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
火
や
煙
を

発
す
る
行
為
を
す
る
場
合
、
事
前

に
消
防
署
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
０
件
だ
っ
た
建
物
火
災
も

４
月
末
ま
で
に
３
件
発
生
し
ま
し

た
。
全
国
的
に
は
毎
年「
こ
ん
ろ
」

に
よ
る
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
火
を
つ
け
た
ま
ま
放
置
し

て
し
ま
う
こ
と
が
主
な
原
因
で
す
。

少
し
の
間
で
も
油
断
せ
ず
、
火
を

完
全
に
消
し
て
か
ら
こ
ん
ろ
を
離

れ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ガ
ス
の
元
栓
や
た
ば
こ

の
後
始
末
な
ど
、
火
の
元
を
し
っ

か
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

煙
や
熱
を
感
知
し
、
音
や
光
で

知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
の
維
持
管
理
が
重
要

で
す
。
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ

う
。
正
常
に
作
動
す
る
か
は
、
ボ

タ
ン
を
押
し
た
り
ひ
も
を
引
い
た

り
す
る
こ
と
で
点
検
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
製
品
の
取
扱
説
明
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
有
効

に
作
動
す
る
期
限
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
目
安
は
10
年
と
さ
れ
て

い
て
、
そ
れ
を
経
過
し
た
も
の
は

交
換
を
推
奨
し
ま
す
。

市
は
本
年
度
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
守
り
、
防
火
防
災
体
制
を

強
化
す
る
た
め
、
消
防
本
部
に
市

民
防
火
担
当
を
設
置
。
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
方
法
な
ど
、
防

火
に
つ
い
て
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
同
担
当
☎

（
42
）０
１
１
９
へ
。

昨年の倍、火災発生

火災を予防しましょう

府指定のがん治療推進病院である市立病院で開催している、がんサロ
ン「えがお」。本年度から、年間の開催回数を増やします。同病院で治療
中の人や治療が落ち着いた人、その家族など、どなたでも参加できます。
申し込みは、同病院連携医療室☎（43）0123へ。今後のサロンの開催日は、
本紙くらしのメモで随時お知らせします。

火
の
元
の
確
認
を
し
っ
か
り
と

警
報
器
の
点
検・交
換
を

市
民
防
火
担
当
を
設
置
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綾
部
市
立
病
院

綾
部
市
立
病
院

新
任
医
師
の
紹
介

新
任
医
師
の
紹
介

がんサロン「えがお」

消化器
外科

内分泌・
糖尿病内科

た い　よ う　 　ひ ろ　 あ き

大 陽  宏 明　医師
お お　 さ か　　た か　 ふ み

大 坂  貴 史　医師

　青
野
町
の
市
立
病
院（
高
升

正
彦
院
長
）に
、本
年
４
月
か
ら

新
た
に
赴
任
し
た
４
人
の
医
師

を
紹
介
し
ま
す
。

患者同士が
交流・情報交換
患者同士が
交流・情報交換職員募集

　なじみのない診療科か
もしれませんが、腎、尿管、
ぼうこう、前立腺等といっ
た臓器の悪性疾患や排尿
障害など、生活の質に関
わる疾患を扱っています。
精一杯頑張りますので、よ
ろしくお願いします。

　命に関わる眼科疾患は
少ないですが、放置すれ
ば生活に不自由すること
もあります。
　市販薬では改善しない
時や眼科受診を勧められ
た時など、気軽にご相談
ください。

眼　科泌尿
器科

い　　む ら　　た い　 す け

井 村  泰 輔　医師

６月25日(月) 午後２時～３時
２階講堂

血行を良くする簡単な体操

５月22日(火) 午後２時～３時
西館新カンファレンス

食べやすい食事の工夫

日　時

場　所

学習会

日　時

場　所

学習会
がんサロンスタッフがんサロンスタッフ

　医療スタッフによる学習会と参加者同士
のおしゃべりタイムを通じて、交流や情報
交換ができます。がんを経験した人しか共
有できない思いを語り合える場です。自己
紹介をしないなど、プライバシーにも配慮
しています。
気軽にご参加
ください。

　今年、市内で起こった火災は、4月末までに昨年1年間の倍の10件発生
しています。一人ひとりが防火に努め、火災を防ぎましょう。

電池切れの場合は、警報音などが鳴ります。
新しい電池と交換してください。

ご 参 加 く だ さ い

さ わ　  だ　　　だ い 　す け

澤 田  大 輔　医師

　糖尿病診療を通じて、
地域の健康づくりに貢献
できるよう頑張ります。
　話の分かりやすい、
話しやすい医師を目指
しますので、よろしくお
願いします。

　これまで、消化器外科・
乳腺外科の経験を積んで
きました。腹腔鏡手術に
力を入れ、内視鏡外科
学会の技術認定を取得し
ました。地域の皆さんに
　　貢献できるように努
　　　　力します。

ふくくうきょう

　市立病院は、平成31年４月１日
に採用する職員を募集します。

問い合わせ
　　同病院管理課 ☎（43）0123

　詳細は、病院ホームページに掲載す
る募集要項でご確認ください。

募集予定職種
　看護師、助産師、薬剤師

募集人数　若干名

申込締切　６月29日(金)

試 験 日　７月14日(土)

選考方法　作文、面接

後
５
時
。
場
所
／
メ
ル
パ
ル
ク
京

都
５
〜
７
階
（
京
都
市
）。
対
象

／
平
成
31
年
３
月
卒
業
予
定
者
、

平
成
32
年
３
月
以
降
の
卒
業
予
定

者
、
一
般
求
職
者
、
医
療
系
有
資

格
者
な
ど
。
内
容
／
福
祉
職
場
リ

レ
ー
ト
ー
ク
や
合
同
就
職
面
接
会

等
。
そ
の
他
／
本
フ
ェ
ア
は
府
補

助
事
業
で
、
出
展
法
人
は
す
べ
て

「
き
ょ
う
と
福
祉
人
材
育
成
認
証

制
度
」
の
該
当
事
業
者
で
す
。

問
府
社
会
福
祉
協
議
会

　☎
０
７
５（
２
５
２
）６
２
９
７

　お
近
く
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、

郵
便
局
等
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
府
の
納
税
窓

口
で
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
府
中
丹
広
域
振
興
局
中
丹
西
府
税

　出
張
所

　☎（
22
）３
９
０
４

　n（
23
）８
２
４
２

　京
都
府
警
察
音
楽
隊
と
綾
部
警

察
署
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ト
ロ

ー
ル
in
綾
部
」
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
。
多
数
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時
／
６
月
17
日（
日
）午
後
３
時

保
健
所
へ
。

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
室

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保

険
者
）
の
平
成
30
年
度
介
護
保
険

料
は
、
前
年
分
の
所
得
な
ど
に
応

じ
て
決
定
し
、
６
月
中
旬
に
郵
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　納
付
方
法
は
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
に
よ
る
特
別
徴
収
（
年
金
年

額
18
万
円
以
上
の
人
）
と
、
納
付

書
や
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た

だ
く
普
通
徴
収
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く

人
は
、
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
40
〜
64
歳
の
人
（
第
２

号
被
保
険
者
）の
介
護
保
険
料
は
、

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
の
保

険
料
と
一
括
し
て
納
付
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
高
齢
者
支
援
課

　☎（
42
）４
２
６
１

　福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
は
、
学
生
・
一
般
求
職
者
を

対
象
に「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
30
日（
土
）正
午
〜
午

上
旬
に
お
届
け
す
る
用
紙
に
必
要

書
類
を
添
え
て
、
６
月
29
日（
金
）

ま
で
に
民
生
児
童
課
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
況
届

を
出
さ
ず
に
２
年
経
過
す
る
と
受

給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

　６
月
は
毎
週
木
曜
日
、
受
付
窓

口
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

問
民
生
児
童
課

　☎（
42
）４
２
５
２

　府
は
、
高
校
生
を
対
象
に
奨
学

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
う

ち
、
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯
、
障

害
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら
か
が

３
級
以
上
）
な
ど
。
申
請
期
間
／

６
月
１
日（
金
）〜
７
月
２
日

（
月
）。
申
請
書
／
中
丹
東
保
健
所

（
舞
鶴
市
）
と
中
丹
広
域
振
興
局

綾
部
地
域
総
務
室
（
川
糸
町
）。

そ
の
他
／
世
帯
の
要
件
や
支
給
対

象
に
な
る
学
校
な
ど
詳
し
く
は
同

開
場
、
午
後
４
時
開
演
（
午
後
６

時
終
演
予
定
）。
場
所
／
中
丹
文

化
会
館
（
里
町
）。
出
演
／
京
都

府
警
察
音
楽
隊
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

隊
、
府
立
綾
部
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
。
そ
の
他
／
入
場
に
は
５
月
１

日
か
ら
配
布
す
る
整
理
券
が
必

要
。
配
布
場
所
／
京
都
府
警
察
広

報
セ
ン
タ
ー
（
上
京
区
）、
中
丹

文
化
会
館
（
里
町
）、綾
部・亀
岡
・

南
丹
・
福
知
山
・
舞
鶴
・
宮
津
・

京
丹
後
の
各
警
察
署
。

問
京
都
府
警
察
音
楽
隊

　☎
０
７
５（
６
４
２
）５
９
７
２

　京
都
府
警
察
本
部
広
報
応
接
課

　☎
０
７
５（
４
５
１
）９
１
１
１

　毎
年
春
先
か
ら
、
マ
リ
ン
レ
ジ

ャ
ー
が
活
発
と
な
り
、
海
で
の
事

故
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
疲
れ
て
い

る
時
や
飲
酒
し
た
時
は
、
絶
対
に

海
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
遊
ぶ

人
は
、
出
港
前
に
気
象
・
海
象
の

確
認
や
機
関
の
点
検
と
と
も
に
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　事
故
が
発
生
し
た
時
や
事
故
を

発
見
し
た
時
は
、
た
だ
ち
に
「
１

１
８
番
」へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
／
７
月
１
日
〜
平
成
31
年
６

月
30
日
（
１
年
間
）。
活
動
内
容

／
由
良
川
の
変
化
や
ご
み
の
投
棄

な
ど
河
川
の
情
報
提
供
。
活
動
範

囲
／
由
良
川
綾
部
市
域
。
応
募
資

格
／
由
良
川
付
近
在
住
の
20
歳
以

上
の
人
。
定
員
／
若
干
名
（
多
数

の
場
合
は
選
考
）。
応
募
方
法
／

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

職
業
、
地
域
活
動
へ
参
加
し
た
経

験
、
応
募
の
理
由
を
記
入
し
、
６

月
１
日（
金
）必
着
で
福
知
山
河
川

国
道
事
務
所
へ
。
謝
礼
／
月
額
４

５
０
０
円
程
度
。

問
同
事
務
所

　☎（
22
）５
１
０
４

　n（
23
）６
７
４
１

　５
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
２
６
２
４
人
（
男
１

５
６
７
５
、
女
１
６
９
４
９
）。

世
帯
数
は
１
３
７
４
７
世
帯
で

す
。　同

日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

10
件
（
建
物
３
件
）
で
す
。

け
、
浄
化
槽
の
設
置
と
管
理
を
行

い
ま
す
。

　対
象
地
域
は
公
共
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
区
域
以
外
。
設
置
時

に
分
担
金
を
、
使
用
開
始
後
は
使

用
料
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
下
水
道
課
へ
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
９
６

　人
事
院
は
、
平
成
30
年
度
国
家

公
務
員
採
用
一
般
職
試
験
（
高
卒

者
試
験
）
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
＝
６
月
18
日（
月
）〜
27
日

（
水
）。
郵
送
・
持
参
＝
６
月
18
日

（
月
）〜
20
日
（
水
）。※

原
則
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
第
一
次
試
験
日
／
９
月

２
日（
日
）。
試
験
地
／
京
都
市
、

大
阪
市
、
神
戸
市
、
奈
良
市
、
和

歌
山
市
、
田
辺
市
。
そ
の
他
／
受

験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員
試

験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
へ
。

問
人
事
院
近
畿
事
務
局
試
験
第
二
係

　☎
０
６（
４
７
９
６
）２
１
９
１

　国
土
交
通
省
は
、
地
域
の
方
々

と
河
川
管
理
者
の
連
携
を
よ
り
深

問
舞
鶴
海
上
保
安
部 

　☎
０
７
７
３（
76
）４
１
２
０

　全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会

は
、情
報
誌「
水
の
源
」を
発
行
し
、

過
疎
地
域
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
年

間
購
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

発
行
／
年
４
回
。
購
読
料
／
千
円

（
送
料
・
税
込
み
）。
申
込
み
／
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
全
国

水
源
の
里
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
定
住
・
地
域
政
策
課
）
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
７
１

　メ
ー
ルteijyutiiki@

city.

　
　
　
　
　
　
　
　

ayabe.lg.jp

　市
は
、「
特
定
地
域
生
活
排
水

処
理
事
業
（
合
併
処
理
浄
化
槽
を

市
が
設
置
す
る
水
洗
化
事
業
）」

に
よ
る
本
年
度
以
降
の
浄
化
槽
設

置
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
事
業
で
は
、
市
が
個
人
の

土
地
の
一
部
を
無
償
で
借
り
受

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406

　平
成
29
年
度
の
情
報
公
開
請
求

は
１
６
７
件
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
全
部
開
示
は
１
２
８
件
、

部
分
開
示
は
33
件
、
非
開
示
は
３

件
、
不
存
在
は
３
件
で
し
た
。

　ま
た
、
市
外
か
ら
情
報
公
開
請

求
が
あ
っ
た
任
意
的
開
示
は
32
件

で
し
た
。

請
求
内
容
／
市
情
報
公
開
条
例
に

よ
る
請
求
は
１
３
５
件
で
、
公
共

工
事
の
設
計
書
な
ど
を
開
示
。
市

個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
る
請
求

は
６
件
で
し
た
。

問
総
務
課

　☎（
42
）４
２
２
３

　市
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
を
対
象
に

児
童
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ

る
か
確
認
を
す
る
た
め
、
毎
年
１

回
、
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
６
月

平
成
29
年
度
情
報
公
開
件
数

「
水
の
源
」年
間
購
読
者

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業

浄
化
槽
設
置
希
望
者

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

国
家
公
務
員
採
用一般
職
試
験

海
の
事
故
は
１
１
８
番
へ

平
成
30
年
度
介
護
保
険
料

５
月
31
日
は
自
動
車
税
の
納
期
限

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ト
ロ
ー
ル
in
綾
部

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア

児
童
手
当
の
現
況
届

高
校
生
給
付
型
奨
学
金

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

☎
＝
電
話
　n
＝
フ
ァ
ク
ス
　
　  

（
市
役
所
は
９
面
左
上
）

募 

集

人
口
・
火
災

8広報あやべ　　　　　　 第751号9 広報あやべ　　　　　　 第751号

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

※職種  介護職員
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※梅の木寮・デイサービスの介護職員、営繕・
　施設周辺整備担当のパートも同時募集して
　います。

2018年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

1,000円
前売り

7月8日日 14：00開演

《全席指定》

Family Meets
ファミリー ミーツ

みんなで楽しむ音楽会♫
出演：うたのおにいさん・おねえさん・

大阪交響楽団

0歳もOK!

※あなたの体調に合わせてつくる
　漢方茶は、お持ち帰りも可能です！

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
当店オリジナルのスープカレー各種も大人気！！

　
　
　孫
、
孫

　♪
な
ん
で
〜
こ
ん
な
に
可
愛

い
の
か
よ
〜
、
孫
と
い
う
名
の
宝

も
の
〜
♪

　２
人
目
の
孫
に
恵
ま
れ
た
。

大
泉
逸
郎
の
歌
よ
ろ
し
く
理
屈

抜
き
で
愛
く
る
し
い
。
最
初
の

孫
を
授
か
っ
た
３
年
前
、争
い
の

な
い
世
界
平
和
を
念
じ
た
が
、更

に
そ
の
想
い
を
強
く
し
て
い
る
。

　と
こ
ろ
で
、
親
が
子
を
大
事

に
す
る
の
は
種
の
保
存
の
た
め

と
い
う
進
化
論
的
な
裏
付
け
が

あ
る
が
、
祖
父
母
が
孫
を
溺
愛

す
る
の
は
趣
が
異
な
る
。
子

（
孫
）
の
面
倒
は
親
（
我
が
子
）

が
み
れ
ば
十
分
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
他

の
多
く
の
動
物
で
は
隔
世
代
が

誕
生
す
る
ま
で
生
存
す
る
確
率

が
低
い
た
め
、
孫
を
可
愛
が
る

よ
う
な
行
動
に
進
化
す
る
余
地

が
な
い
と
い
う
。
そ
の
点
で
ヒ

ト
は
己
の
繁
殖
期
を
終
え
た
後

も
か
な
り
の
寿
命
を
も
つ
が
、

こ
れ
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
？

　祖
父
母
が
子
育
て
に
参
加
す

る
こ
と
で
孫
の
生
存
率
が
高
ま

る
の
で
は
な
い
か
と
の
説
も
あ

り
、
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
孫
に

執
着
す
る
理
由
も
そ
れ
な
り
に

説
明
で
き
よ
う
。
現
実
問
題
と

し
て
、
核
家
族
で
共
働
き
し
な

が
ら
複
数
の
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
は
至
難
の
業
で
、
ま
さ
に

我
が
息
子
夫
婦
も
そ
の
状
況
に

直
面
し
て
い
る
。
古
よ
り
大
家

族
制
の
中
で
育
ま
れ
た
我
が
国

の
伝
統
が
、
少
子
化
待
っ
た
な

し
の
現
代
社
会
に
お
い
て
こ
そ

も
っ
と
見
直
さ
れ
て
も
良
い
の

で
は
、
と
考
え
る
。
特
に
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
豊
富
な
子
育
て
経

験
の
効
用
は
人
口
増
に
寄
与
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
て
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
と
い
う
と
、
泣

き
じ
ゃ
く
る
赤
子
を
前
に〝
マ

ゴ
マ
ゴ
〞す
る
だ
け
か
も
し
れ

な
い
。山

崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

99で
き
あ
い

お
も
む
き

い
に
し
え

市
内
で
発
生
し
た
多
く
の
火
災

は
、
屋
外
で
の
火
の
取
り
扱
い
が

原
因
で
す
。
屋
外
で
火
を
使
用
す

る
際
は
▽
不
要
な
た
き
火
で
な
い

か
▽
安
全
な
場
所
か
▽
周
囲
に
燃

え
や
す
い
も
の
は
な
い
か
▽
強
い

風
が
吹
い
て
い
な
い
か
▽
消
火
準

備
は
万
全
か
│
な
ど
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、た
き
火
な
ど
の

火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
火
や
煙
を

発
す
る
行
為
を
す
る
場
合
、
事
前

に
消
防
署
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
０
件
だ
っ
た
建
物
火
災
も

４
月
末
ま
で
に
３
件
発
生
し
ま
し

た
。
全
国
的
に
は
毎
年「
こ
ん
ろ
」

に
よ
る
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
火
を
つ
け
た
ま
ま
放
置
し

て
し
ま
う
こ
と
が
主
な
原
因
で
す
。

少
し
の
間
で
も
油
断
せ
ず
、
火
を

完
全
に
消
し
て
か
ら
こ
ん
ろ
を
離

れ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ガ
ス
の
元
栓
や
た
ば
こ

の
後
始
末
な
ど
、
火
の
元
を
し
っ

か
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

煙
や
熱
を
感
知
し
、
音
や
光
で

知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
の
維
持
管
理
が
重
要

で
す
。
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ

う
。
正
常
に
作
動
す
る
か
は
、
ボ

タ
ン
を
押
し
た
り
ひ
も
を
引
い
た

り
す
る
こ
と
で
点
検
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
製
品
の
取
扱
説
明
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
有
効

に
作
動
す
る
期
限
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
目
安
は
10
年
と
さ
れ
て

い
て
、
そ
れ
を
経
過
し
た
も
の
は

交
換
を
推
奨
し
ま
す
。

市
は
本
年
度
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
守
り
、
防
火
防
災
体
制
を

強
化
す
る
た
め
、
消
防
本
部
に
市

民
防
火
担
当
を
設
置
。
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
方
法
な
ど
、
防

火
に
つ
い
て
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
同
担
当
☎

（
42
）０
１
１
９
へ
。

昨年の倍、火災発生

火災を予防しましょう

府指定のがん治療推進病院である市立病院で開催している、がんサロ
ン「えがお」。本年度から、年間の開催回数を増やします。同病院で治療
中の人や治療が落ち着いた人、その家族など、どなたでも参加できます。
申し込みは、同病院連携医療室☎（43）0123へ。今後のサロンの開催日は、
本紙くらしのメモで随時お知らせします。

火
の
元
の
確
認
を
し
っ
か
り
と

警
報
器
の
点
検・交
換
を

市
民
防
火
担
当
を
設
置
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綾
部
市
立
病
院

綾
部
市
立
病
院

新
任
医
師
の
紹
介

新
任
医
師
の
紹
介

がんサロン「えがお」

消化器
外科

内分泌・
糖尿病内科

た い　よ う　 　ひ ろ　 あ き

大 陽  宏 明　医師
お お　 さ か　　た か　 ふ み

大 坂  貴 史　医師

　青
野
町
の
市
立
病
院（
高
升

正
彦
院
長
）に
、本
年
４
月
か
ら

新
た
に
赴
任
し
た
４
人
の
医
師

を
紹
介
し
ま
す
。

患者同士が
交流・情報交換
患者同士が
交流・情報交換職員募集

　なじみのない診療科か
もしれませんが、腎、尿管、
ぼうこう、前立腺等といっ
た臓器の悪性疾患や排尿
障害など、生活の質に関
わる疾患を扱っています。
精一杯頑張りますので、よ
ろしくお願いします。

　命に関わる眼科疾患は
少ないですが、放置すれ
ば生活に不自由すること
もあります。
　市販薬では改善しない
時や眼科受診を勧められ
た時など、気軽にご相談
ください。

眼　科泌尿
器科

い　　む ら　　た い　 す け

井 村  泰 輔　医師

６月25日(月) 午後２時～３時
２階講堂

血行を良くする簡単な体操

５月22日(火) 午後２時～３時
西館新カンファレンス

食べやすい食事の工夫

日　時

場　所

学習会

日　時

場　所

学習会
がんサロンスタッフがんサロンスタッフ

　医療スタッフによる学習会と参加者同士
のおしゃべりタイムを通じて、交流や情報
交換ができます。がんを経験した人しか共
有できない思いを語り合える場です。自己
紹介をしないなど、プライバシーにも配慮
しています。
気軽にご参加
ください。

　今年、市内で起こった火災は、4月末までに昨年1年間の倍の10件発生
しています。一人ひとりが防火に努め、火災を防ぎましょう。

電池切れの場合は、警報音などが鳴ります。
新しい電池と交換してください。

ご 参 加 く だ さ い

さ わ　  だ　　　だ い 　す け

澤 田  大 輔　医師

　糖尿病診療を通じて、
地域の健康づくりに貢献
できるよう頑張ります。
　話の分かりやすい、
話しやすい医師を目指
しますので、よろしくお
願いします。

　これまで、消化器外科・
乳腺外科の経験を積んで
きました。腹腔鏡手術に
力を入れ、内視鏡外科
学会の技術認定を取得し
ました。地域の皆さんに
　　貢献できるように努
　　　　力します。

ふくくうきょう

　市立病院は、平成31年４月１日
に採用する職員を募集します。

問い合わせ
　　同病院管理課 ☎（43）0123

　詳細は、病院ホームページに掲載す
る募集要項でご確認ください。

募集予定職種
　看護師、助産師、薬剤師

募集人数　若干名

申込締切　６月29日(金)

試 験 日　７月14日(土)

選考方法　作文、面接
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人
々
の
価
値
観
が
多
様
化
す
る

中
、
田
舎
暮
ら
し
の
良
さ
が
見
直

さ
れ
、
地
方
へ
の
定
住
を
希
望
す

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
市
は
全

国
に
先
駆
け
、
平
成
20
年
度
に
定

住
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設
置
。
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
本
市
へ
の
定
住
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
、

市
内
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
と
連

携
。
家
の
売
買
や
賃
貸
借
契
約
の

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
取

り
引
き
で
き
る
仕
組
み
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、平
成
26
年
度
に
は「
綾

部
市
住
み
た
く
な
る
ま
ち
定
住
促

進
条
例
」
を
制
定
し
、
市
民
と
事

業
者
、
行
政
の
役
割
を
明
確
化
。

全
市
一
丸
と
な
っ
て
、
定
住
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
は
、
売
買
・
賃
貸
を
希
望
さ

れ
て
い
る
登
録
物
件
を
「
空
き
家

バ
ン
ク
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
分

か
り
や
す
く
掲
載
。
ま
た
、
府
北都市部での定住セミナーに参加し綾部をPR

部
７
市
町
で
共
同
の
空
き
家
バ
ン

ク
も
運
営
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

昨
年
度
、
国
土
交
通
省
が
運
用
す

る
「
全
国
版
空
き
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
」
に
参
画
。
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
物
件
の
検
索
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
本
市
へ
の
定
住
希
望
者

は
約
７
０
０
人
。
そ
の
多
く
が
、

古
民
家
で
の
生
活
を
希
望
し
て
い

ま
す
。一
方
、市
の
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
登
録
物
件
は
約
60
件
で
、
希

望
者
の
数
に
比
べ
、
紹
介
で
き
る

物
件
が
大
幅
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、
空
き
家
提
供
者
に
10
万

円
を
給
付
＝
３
面
＝
し
、
所
有
者

側
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
本
年
度
初
め
て
、
固
定

資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
、
物
件

の
提
供
を
呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ
を

同
封
。
空
き
家
の
掘
り
起
し
に
努

め
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、定
住
・

地
域
政
策
課
☎（
42
）４
２
７
０
へ
。

定
住
者
が
過
去
最
多

　登録空き家を購入・賃借した人
が行う改修工事に対し、180万円
を上限に予算の範囲内で補助金
を交付（登録外の空き家は90万
円上限）。

　水源の里集落への転入
者が行う住宅の建設や改
修、購入経費に対して、90
万円を上限に予算の範囲
内で補助金を交付。

　水源の里集落に定
住した世帯に対して、１
か月に5万円（30万円
上限）を予算の範囲内
で給付。

　登録空き家を居住目的
に取得・改修する場合、
300万円を上限に、定住
希望者に対して融資をあ
っせん。

綾部に来る前は、ニュージーランドで養蜂を

していました。日本の食料自給率が低いことを

知り、日本で農業や養蜂をしようと移住を決意。

オーガニックの安全・安心なものを作りたかっ

たので、空気の良いゆったりした雰囲気の場所

を探していました。インターネットで綾部市の

サポート窓口にたどり着き、現在の物件を購入。

上林地区が好きな友人がいたこともあり、縁を

感じています。近くには保育園や学校、郵便局

もあり、特に不便は感じません。今は市の補助

制度を活用し、家を自分たちで改修することも

楽しみ。また、子どもたちも「近所の人が優し

い」と喜んでいます。

綾部市空き家登録制度に物
件を登録し、売買か賃貸の
契約を締結した場合、空き家
提供者に10万円を支給。

　誰も住まなくなり、老朽化の進行が
気になっていた志賀郷町の実家を、
空き家バンクに登録。貸し出すことに
より、思い出ある建物を取り壊すこと
なく有効活用できました。住民が増え
たことで地域の活性化にもつながって
います。

空き家流動化促進事業空き家流動化促進事業空き家流動化促進事業

空き家を提供しました空き家を提供しました

　初めての地で田舎暮らしをスタートするには、不安がつきもの。本
市の窓口では空き家の紹介だけでなく、関係機関と連携して就農・就
労支援も行っています。このほか、少しでも早く地域になじめるよう、
自治会の概要などをお伝えしたり、あいさつに同行したりするなど、き
め細やかにサポートしています。
　　また、定住希望者に紹介する空き家も随時募集しています。空き
　家の活用について、気軽にご相談ください。

定住・地域政策課

 蒔 田　千 夏
ま き　　 た　　　　  ち　　　か

私たちがサポートします

①平成32年3月31日までに家を新築した人に、市から150万円を給付。
②あやべ桜が丘ハウスパーク運営協議会に加盟するハ
　ウスメーカーで、平成32年3月31日までに家の新
　築契約をした人に、同協議会から100万円相当の
　家電や家具、インテリアをプレゼント。

梅田貞二さん（志賀郷町）梅田貞二さん（志賀郷町）

森　アンドレイさん
　　玲子さん一家（八津合町）
森　アンドレイさん
　　玲子さん一家（八津合町）

提供者に
も

嬉しい制
度

住宅整備補助金定住支援給付金ＵＩターン者住宅取得等
資金融資あっせん制度

あやべ桜が丘団地でマイホームを実現
～宅地の新規購入者に、最大250万円相当の特典～

「上林の気候や風土にあった作物を見つけたいー」とアンドレイさん

田
園
都
市
で
田
舎
暮
ら
し

田
園
都
市
で
田
舎
暮
ら
し

ゆ
っ
た
り

ゆ
っ
た
り

各
種
制
度
で

   

「
綾
部
暮
ら
し
」を

   

　
　
　
　

   

応
援
！

各
種
制
度
で

   

「
綾
部
暮
ら
し
」を

   

　
　
　
　

   

応
援
！

空き家活用定住促進事業費補助金

綾部に移住しまし
た

綾部に移住しまし
た

　昨
年
度
、
市
の
定
住
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
通
じ
た
定
住
者
は
30
世
帯
79
人
。

窓
口
開
設
以
降
、
人
数
、
世
帯
数
と
も
に
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

　昨
年
度
、
市
の
定
住
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
通
じ
た
定
住
者
は
30
世
帯
79
人
。

窓
口
開
設
以
降
、
人
数
、
世
帯
数
と
も
に
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

安
心
の
仲
介
で
実
績
残
す

空
き
家
の
検
索
が
容
易
に

鍵
握
る
空
き
家
の
掘
り
起
し

本年度
50万円
増額！

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406
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お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集

ご 寄 付
ありがとうございました

４月受付分（敬称略）

株式会社エスワイプロモーション

S.Y.Promotion
～お客様の「こころ」を運びます～

リフト作業員
募集中

綾部市味方町光谷30-7

TEL.0773-40-2550

●冷凍輸送
●タンクローリー輸送
●倉庫内作業

里山バランスボール教室
■日 6月2日（土） ■時 11：00～、13：00～
■場 里山交流研修センター （鍛治屋町）
※参加費1,500円
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

糖尿病教室
■日 6月4日（月）＝試食会
■時 12：30～14：30
■日 6月18日（月）
■時 13：00～14：30
■場 市立病院（青野町）
※試食会は申し込み、実費必要
■問 市立病院
　☎（43）0123　n（43）0246

ぷくぷくひろば
■日 6月12日（火）■時 9：30～9：45受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※妊婦、産後6か月までの産婦と
その家族対象。持ち物は母子健
康手帳
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

めたぼら会
■日 6月13日（水）■時 9：30～13：00
■場 保健福祉センター（青野町）
※74歳以下でメタボリックシン
ドロームに関心のある人対象。
定員20人。食材費300円

上林川を美しくする会
ヨシ刈り作業
■日 6月2日（土）■時 8：00～
■場 大手橋付近（八津合町）
■問 上林川を美しくする会事務局
　☎（42）1489

2018あやべ二王門登山レース
■日 6月3日（日）■時 8：00受付開始
■場 二王公園発着（睦寄町）
■問 文化・スポーツ振興課
　☎（42）4356

二王公園まつり
■日 6月3日（日）■時 9：30～13：30
■場 二王公園（睦寄町）
■問 奥上林地区自治会連合会
　☎（55）0001

ほたるの夕べ
■日 6月9日（土）■時 16：30～21：00
■場 観光センター～上林川支流沿い
■問 中上林地区自治会連合会
　☎（54）0002

喫茶シボラ
■日 6月18日（月）■時 13：00～15：30
■場 農村婦人の家（岡安町）
※参加費100円。あやべ作業所な
どの製品販売あり
■問 あやべボランティア総合センター
　☎（40）1388　n（40）1389

上林川鮎友釣り解禁
■日 6月20日（水）■時 5：00～
■場 上林川
■問 上林漁業協同組合、川端組合長
　☎（45）1251

さとやま古本ひらば（古本進呈）
■日 6月25日（月）～7月1日（日）
■時 9：00～17：00
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※26日（火）は休館
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

里山そば打ち教室「すみか」
■日 6月13日（水）■時 9：30～、13：30～
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費2,700円（試食代込）
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

離乳食講座
■日 6月15日（金）■時 9：30～9：45受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※5～11か月の乳児の保護者対象
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

元気はつらつ教室
■日 6月20日（水）
■時 13：30～15：30
■場 保健福祉センター（青野町）
※65歳以上対象。定員30人。持ち
物はタオル、お茶。内容は「ウォー
キングで健康づくり」
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

由良川鮎竿釣り解禁
■日 6月1日（金）■時 6：00～
■場 由良川
■問 由良川漁業協同組合
　☎（22）2844

人権相談
■日 6月1、8日（金）■時 13：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター、物
部会館（物部町）、上林いきい
きセンター（八津合町）

※物部、上林会場は申し込み必要
■申 ■問 人権推進課☎（42）4249

育児相談
■日 6月5日（火）■時 10：00～11：00受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※歯科相談あり
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

女性相談
■日 6月6日（水）■時 13：20～16：10
■場 あいセンター（西町一丁目）
■申 ■問 あいセンター☎n（42）1801

健康相談・栄養相談
■日 6月11日（月）■時 9：30～11：30
■場 保健福祉センター（青野町）
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

交通事故相談
■日 6月13、27日（水）
■時 9：00～11：30、13：00～16：00
■場 府福知山総合庁舎（福知山市）
■問 市民協働課☎（42）4248

法律・登記相談
■日 6月15日（金）■時 13：00～16：30
■場 市民ホール（宮代町）
■問 市民協働課☎（42）4248

調停相談
■日 6月20日（水）■時 9：30～12：00
■場 市民ホール（宮代町）
■問 市民協働課☎（42）4248

行政相談
■日 6月20日（水）■時 13：00～15：00

■問 西町一丁目☎n（42）1801

市民センター競技場
■日 6月17日（日）■時 8：30～17：00
■場 並松町☎（42）1320 n（43）2964

本庁舎・西庁舎
■日 6月7、14、21、28日（木）
■時 19：00まで
※戸籍・国保関係の届出、各種証
明書の発行

■問 市民・国保課
　☎（42）4245、（42）4246
※税・料金の納入（納付書必要）
■問 会計課☎（42）4288
※児童手当の現況届
■問 民生児童課☎（42）4252

保健福祉センター
■日 6月14、28日（木）
■時 19：00まで
※妊娠届、予防接種予診票発行、
健康診断申し込みなど

■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

《社会福祉事業基金に》
　森下芳枝（味方町）　２０万円
　鈴木儀行（位田町）　　４千円
　前田道子（寺町）　　　３千円
　竹内早智子（栗町）　　３千円
《市立小中学校に》
　京都銀行（京都市）

トイレットペーパー1,528巻
《ふるさと納税》

53件　167万2,500円

■場 市役所まちづくりセンター
　第2会議室
■問 市民協働課☎（42）4248

法律相談
■日 6月21日（木）■時 13：00～17：00
■場 市民ホール（宮代町）
※申し込みは6月14日（木）8：30～。
先着10人。1人20分

■申 ■問 市民協働課☎（42）4248

就職相談
■日 6月26日（火）■時 10：00～16：00
■場 市役所１階会議室
※定員5人
■申 ■問 商工労政課☎（42）4264

成年後見相談
■日 6月27日（水）■時 13：00～15：00
■場 福祉ホール（川糸町）
■申 ■問 社会福祉協議会
　☎（43）2881　n（43）2882

税務相談（税理士会）
■日 6月27日（水）■時 13：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※2日前までに予約必要
■申 ■問 近畿税理士会福知山支部　
　  （中井税理士事務所内）
　☎（22）4114　n（22）8070

多重債務相談（司法書士会）
■日 7月3日（火）■時 13：00～16：00
■場 市役所
※申し込みは6月26日（火）～29日（金）
■申 ■問 商工労政課☎（42）4263

　

総合運動公園第２体育館
■日 6月3日（日）■時 9：00～17：00
■場 上杉町☎（44）0990 n（44）0991

あいセンター
■日 6月3日（日）■時 9：00～18：00

くらしのメモ
■日 日程 ■時 時間 ■場 場所
■申 申し込み必要 ■問 問い合わせ先
☎電話 nファクス

６～７月上旬

講座・教室

相　　談

無料開放

窓口延長

催しなど
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人
々
の
価
値
観
が
多
様
化
す
る

中
、
田
舎
暮
ら
し
の
良
さ
が
見
直

さ
れ
、
地
方
へ
の
定
住
を
希
望
す

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
市
は
全

国
に
先
駆
け
、
平
成
20
年
度
に
定

住
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設
置
。
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
本
市
へ
の
定
住
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
、

市
内
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
と
連

携
。
家
の
売
買
や
賃
貸
借
契
約
の

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
取

り
引
き
で
き
る
仕
組
み
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、平
成
26
年
度
に
は「
綾

部
市
住
み
た
く
な
る
ま
ち
定
住
促

進
条
例
」
を
制
定
し
、
市
民
と
事

業
者
、
行
政
の
役
割
を
明
確
化
。

全
市
一
丸
と
な
っ
て
、
定
住
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
は
、
売
買
・
賃
貸
を
希
望
さ

れ
て
い
る
登
録
物
件
を
「
空
き
家

バ
ン
ク
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
分

か
り
や
す
く
掲
載
。
ま
た
、
府
北都市部での定住セミナーに参加し綾部をPR

部
７
市
町
で
共
同
の
空
き
家
バ
ン

ク
も
運
営
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

昨
年
度
、
国
土
交
通
省
が
運
用
す

る
「
全
国
版
空
き
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
」
に
参
画
。
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
物
件
の
検
索
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
本
市
へ
の
定
住
希
望
者

は
約
７
０
０
人
。
そ
の
多
く
が
、

古
民
家
で
の
生
活
を
希
望
し
て
い

ま
す
。一
方
、市
の
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
登
録
物
件
は
約
60
件
で
、
希

望
者
の
数
に
比
べ
、
紹
介
で
き
る

物
件
が
大
幅
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、
空
き
家
提
供
者
に
10
万

円
を
給
付
＝
３
面
＝
し
、
所
有
者

側
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
本
年
度
初
め
て
、
固
定

資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
、
物
件

の
提
供
を
呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ
を

同
封
。
空
き
家
の
掘
り
起
し
に
努

め
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、定
住
・

地
域
政
策
課
☎（
42
）４
２
７
０
へ
。

定
住
者
が
過
去
最
多

　登録空き家を購入・賃借した人
が行う改修工事に対し、180万円
を上限に予算の範囲内で補助金
を交付（登録外の空き家は90万
円上限）。

　水源の里集落への転入
者が行う住宅の建設や改
修、購入経費に対して、90
万円を上限に予算の範囲
内で補助金を交付。

　水源の里集落に定
住した世帯に対して、１
か月に5万円（30万円
上限）を予算の範囲内
で給付。

　登録空き家を居住目的
に取得・改修する場合、
300万円を上限に、定住
希望者に対して融資をあ
っせん。

綾部に来る前は、ニュージーランドで養蜂を

していました。日本の食料自給率が低いことを

知り、日本で農業や養蜂をしようと移住を決意。

オーガニックの安全・安心なものを作りたかっ

たので、空気の良いゆったりした雰囲気の場所

を探していました。インターネットで綾部市の

サポート窓口にたどり着き、現在の物件を購入。

上林地区が好きな友人がいたこともあり、縁を

感じています。近くには保育園や学校、郵便局

もあり、特に不便は感じません。今は市の補助

制度を活用し、家を自分たちで改修することも

楽しみ。また、子どもたちも「近所の人が優し

い」と喜んでいます。

綾部市空き家登録制度に物
件を登録し、売買か賃貸の
契約を締結した場合、空き家
提供者に10万円を支給。

　誰も住まなくなり、老朽化の進行が
気になっていた志賀郷町の実家を、
空き家バンクに登録。貸し出すことに
より、思い出ある建物を取り壊すこと
なく有効活用できました。住民が増え
たことで地域の活性化にもつながって
います。

空き家流動化促進事業空き家流動化促進事業空き家流動化促進事業

空き家を提供しました空き家を提供しました

　初めての地で田舎暮らしをスタートするには、不安がつきもの。本
市の窓口では空き家の紹介だけでなく、関係機関と連携して就農・就
労支援も行っています。このほか、少しでも早く地域になじめるよう、
自治会の概要などをお伝えしたり、あいさつに同行したりするなど、き
め細やかにサポートしています。
　　また、定住希望者に紹介する空き家も随時募集しています。空き
　家の活用について、気軽にご相談ください。

定住・地域政策課

 蒔 田　千 夏
ま き　　 た　　　　  ち　　　か

私たちがサポートします

①平成32年3月31日までに家を新築した人に、市から150万円を給付。
②あやべ桜が丘ハウスパーク運営協議会に加盟するハ
　ウスメーカーで、平成32年3月31日までに家の新
　築契約をした人に、同協議会から100万円相当の
　家電や家具、インテリアをプレゼント。

梅田貞二さん（志賀郷町）梅田貞二さん（志賀郷町）

森　アンドレイさん
　　玲子さん一家（八津合町）
森　アンドレイさん
　　玲子さん一家（八津合町）

提供者に
も

嬉しい制
度

住宅整備補助金定住支援給付金ＵＩターン者住宅取得等
資金融資あっせん制度

あやべ桜が丘団地でマイホームを実現
～宅地の新規購入者に、最大250万円相当の特典～

「上林の気候や風土にあった作物を見つけたいー」とアンドレイさん

田
園
都
市
で
田
舎
暮
ら
し

田
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都
市
で
田
舎
暮
ら
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っ
た
り

ゆ
っ
た
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各
種
制
度
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「
綾
部
暮
ら
し
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援
！

各
種
制
度
で

   

「
綾
部
暮
ら
し
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応
援
！

空き家活用定住促進事業費補助金

綾部に移住しまし
た

綾部に移住しまし
た

　昨
年
度
、
市
の
定
住
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
通
じ
た
定
住
者
は
30
世
帯
79
人
。

窓
口
開
設
以
降
、
人
数
、
世
帯
数
と
も
に
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

　昨
年
度
、
市
の
定
住
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
通
じ
た
定
住
者
は
30
世
帯
79
人
。

窓
口
開
設
以
降
、
人
数
、
世
帯
数
と
も
に
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

安
心
の
仲
介
で
実
績
残
す

空
き
家
の
検
索
が
容
易
に

鍵
握
る
空
き
家
の
掘
り
起
し

本年度
50万円
増額！

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406
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お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集

ご 寄 付
ありがとうございました

４月受付分（敬称略）

株式会社エスワイプロモーション

S.Y.Promotion
～お客様の「こころ」を運びます～

リフト作業員
募集中

綾部市味方町光谷30-7

TEL.0773-40-2550

●冷凍輸送
●タンクローリー輸送
●倉庫内作業

里山バランスボール教室
■日 6月2日（土） ■時 11：00～、13：00～
■場 里山交流研修センター （鍛治屋町）
※参加費1,500円
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

糖尿病教室
■日 6月4日（月）＝試食会
■時 12：30～14：30
■日 6月18日（月）
■時 13：00～14：30
■場 市立病院（青野町）
※試食会は申し込み、実費必要
■問 市立病院
　☎（43）0123　n（43）0246

ぷくぷくひろば
■日 6月12日（火）■時 9：30～9：45受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※妊婦、産後6か月までの産婦と
その家族対象。持ち物は母子健
康手帳
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

めたぼら会
■日 6月13日（水）■時 9：30～13：00
■場 保健福祉センター（青野町）
※74歳以下でメタボリックシン
ドロームに関心のある人対象。
定員20人。食材費300円

上林川を美しくする会
ヨシ刈り作業
■日 6月2日（土）■時 8：00～
■場 大手橋付近（八津合町）
■問 上林川を美しくする会事務局
　☎（42）1489

2018あやべ二王門登山レース
■日 6月3日（日）■時 8：00受付開始
■場 二王公園発着（睦寄町）
■問 文化・スポーツ振興課
　☎（42）4356

二王公園まつり
■日 6月3日（日）■時 9：30～13：30
■場 二王公園（睦寄町）
■問 奥上林地区自治会連合会
　☎（55）0001

ほたるの夕べ
■日 6月9日（土）■時 16：30～21：00
■場 観光センター～上林川支流沿い
■問 中上林地区自治会連合会
　☎（54）0002

喫茶シボラ
■日 6月18日（月）■時 13：00～15：30
■場 農村婦人の家（岡安町）
※参加費100円。あやべ作業所な
どの製品販売あり

■問 あやべボランティア総合センター
　☎（40）1388　n（40）1389

上林川鮎友釣り解禁
■日 6月20日（水）■時 5：00～
■場 上林川
■問 上林漁業協同組合、川端組合長
　☎（45）1251

さとやま古本ひらば（古本進呈）
■日 6月25日（月）～7月1日（日）
■時 9：00～17：00
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※26日（火）は休館
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

里山そば打ち教室「すみか」
■日 6月13日（水）■時 9：30～、13：30～
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費2,700円（試食代込）
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

離乳食講座
■日 6月15日（金）■時 9：30～9：45受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※5～11か月の乳児の保護者対象
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

元気はつらつ教室
■日 6月20日（水）
■時 13：30～15：30
■場 保健福祉センター（青野町）
※65歳以上対象。定員30人。持ち
物はタオル、お茶。内容は「ウォー
キングで健康づくり」

■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

由良川鮎竿釣り解禁
■日 6月1日（金）■時 6：00～
■場 由良川
■問 由良川漁業協同組合
　☎（22）2844

人権相談
■日 6月1、8日（金）■時 13：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター、物
部会館（物部町）、上林いきい
きセンター（八津合町）

※物部、上林会場は申し込み必要
■申 ■問 人権推進課☎（42）4249

育児相談
■日 6月5日（火）■時 10：00～11：00受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※歯科相談あり
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

女性相談
■日 6月6日（水）■時 13：20～16：10
■場 あいセンター（西町一丁目）
■申 ■問 あいセンター☎n（42）1801

健康相談・栄養相談
■日 6月11日（月）■時 9：30～11：30
■場 保健福祉センター（青野町）
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

交通事故相談
■日 6月13、27日（水）
■時 9：00～11：30、13：00～16：00
■場 府福知山総合庁舎（福知山市）
■問 市民協働課☎（42）4248

法律・登記相談
■日 6月15日（金）■時 13：00～16：30
■場 市民ホール（宮代町）
■問 市民協働課☎（42）4248

調停相談
■日 6月20日（水）■時 9：30～12：00
■場 市民ホール（宮代町）
■問 市民協働課☎（42）4248

行政相談
■日 6月20日（水）■時 13：00～15：00

■問 西町一丁目☎n（42）1801

市民センター競技場
■日 6月17日（日）■時 8：30～17：00
■場 並松町☎（42）1320 n（43）2964

本庁舎・西庁舎
■日 6月7、14、21、28日（木）
■時 19：00まで
※戸籍・国保関係の届出、各種証
明書の発行

■問 市民・国保課
　☎（42）4245、（42）4246
※税・料金の納入（納付書必要）
■問 会計課☎（42）4288
※児童手当の現況届
■問 民生児童課☎（42）4252

保健福祉センター
■日 6月14、28日（木）
■時 19：00まで
※妊娠届、予防接種予診票発行、
健康診断申し込みなど

■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

《社会福祉事業基金に》
　森下芳枝（味方町）　２０万円
　鈴木儀行（位田町）　　４千円
　前田道子（寺町）　　　３千円
　竹内早智子（栗町）　　３千円
《市立小中学校に》
　京都銀行（京都市）

トイレットペーパー1,528巻
《ふるさと納税》

53件　167万2,500円

■場 市役所まちづくりセンター
　第2会議室
■問 市民協働課☎（42）4248

法律相談
■日 6月21日（木）■時 13：00～17：00
■場 市民ホール（宮代町）
※申し込みは6月14日（木）8：30～。
先着10人。1人20分
■申 ■問 市民協働課☎（42）4248

就職相談
■日 6月26日（火）■時 10：00～16：00
■場 市役所１階会議室
※定員5人
■申 ■問 商工労政課☎（42）4264

成年後見相談
■日 6月27日（水）■時 13：00～15：00
■場 福祉ホール（川糸町）
■申 ■問 社会福祉協議会
　☎（43）2881　n（43）2882

税務相談（税理士会）
■日 6月27日（水）■時 13：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※2日前までに予約必要
■申 ■問 近畿税理士会福知山支部　
　  （中井税理士事務所内）
　☎（22）4114　n（22）8070

多重債務相談（司法書士会）
■日 7月3日（火）■時 13：00～16：00
■場 市役所
※申し込みは6月26日（火）～29日（金）
■申 ■問 商工労政課☎（42）4263

　

総合運動公園第２体育館
■日 6月3日（日）■時 9：00～17：00
■場 上杉町☎（44）0990 n（44）0991

あいセンター
■日 6月3日（日）■時 9：00～18：00

くらしのメモ
■日 日程 ■時 時間 ■場 場所
■申 申し込み必要 ■問 問い合わせ先
☎電話 nファクス

６～７月上旬

講座・教室

相　　談

無料開放

窓口延長

催しなど
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　市は４月から、綾部駅北口の北部産業創造センター「綾
部市ものづくり交流館」の展示スペースを１回5,000円で
貸し出し、広報紙でも紹介する取り組みを始めました。今
回は、６月６日まで展示される、アカツキ製作所です。

50

「住んでよかった 住みたくなる…綾部発情報すくらんぶる」は、綾部市の施策・制度・イベント・名所・活躍する個人や団体…
など、綾部のホットな市政情報や旬の話題を幅広くお届けします。

ア
カ
ツ
キ
製
作
所
（
本
社
、
井

倉
新
町
）
は
大
正
８
年
、
大
阪
市

港
区
で
国
産
初
の
水
平
器
メ
ー

カ
ー
と
し
て
創
業
し
ま
し
た
。
綾

部
市
に
は
昭
和
20
年
に
移
転
。
創

業
者
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
か
ら
と
っ
た

「
Ｋ
Ｏ
Ｄ
」ブ
ラ
ン
ド
で
知
ら
れ
る

水
平
器
業
界
の
老
舗
企
業
で
す
。

社
是
は
「
常
に
た
ゆ
ま
ず
努
力

と
熱
意
で
か
ぎ
り
な
き
前
進
を
は

か
る
」。
製
品
は
出
荷
前
に
全
数

検
査
。
品
質
管
理
の
た
め
一
つ
一

つ
に
シ
リ
ア
ル
番
号
を
付
け
、
検

査
記
録
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
取
引
先
か
ら

の
依
頼
、
新
企
画
の
商
品
な
ど
に

も
迅
速
に
対
応
。
１
世
紀
近
く
蓄

積
し
て
き
た
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
市
場
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

商
品
開
発
を
続
け
、
現
在
で
は
約

８
０
０
種
類
の
製
品
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

今
回
、
も
の
づ
く
り
交
流
館
に

は
約
１
０
０
種
類
の
製
品
を
展
示
。

左
官
や
大
工
な
ど
の
事
業
者
と
の

意
見
交
換
会
か
ら
生
ま
れ
た
「
外

構
エ
ク
ス
テ
リ
ア
レ
ベ
ル
」
や
同

社
が
国
内
の
販
売
代
理
店
を
務
め

る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
企
業
の
「
２
軸

精
密
デ
ジ
タ
ル
平
型
水
準
器
」
な

ど
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、同
館
の
駐
車
場
は
現
在
、

整
備
工
事
中
で
す
。
施
設
東
側
の

仮
設
駐
車
場
か
駅
周
辺
の
市
営
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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アカツキ製作所
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類
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製
品
を
展
示

■会社概要
名　称　株式会社アカツキ製作所

代表者　代表取締役社長
　　　　　　　　小 寺 建 樹

業　種　製造業（水平器製造）

資本金　4,000万円

従業員数　正社員36人、パート等４人

電　話　0773（42）1001

ホームページ
　https://www.kod-level.co.jp

　建築現場などで使われ
る“プロ仕様”の最新製
品から個人の方が家具な
どの自作（DIY）などで
気軽に使える製品まで、
さまざまな水平器を展示
します。この機会にぜひ
ご覧ください。

アカツキ製作所
　  小 寺 建 樹 社長特産館のガチャガチャでおなじみ

　展示期間中、会場内のアンケートに回答した
人の中から抽選で100人にプレゼント。アクセ
サリー感覚で持ち運びできる簡易な水平器で、
複数組み合わせて縦横や垂直も測定できます。
当選は、同社からの発送をもってお知らせします。

▲タブレットと同期し
　測定結果が記録でき
　る「２軸精密デジタ
　ル平型水準器」

▲平面の縦横の水平を一
　度に測定できるように
　して、作業効率を高め
　た「外構エクステリア
　レベル」

「水平くんプラス」
を

プレゼント

第751号
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平成30（2018）年平成30（2018）年広報あやべ

ゆったり田舎暮らし
市立病院の新任医師
火災を予防しましょう
第35回綾部市美術展

2
4
5
6

やかんを滑らせて遊ぶ「ヤカーリング」。高得点の的を狙い、
大人も子どもも熱中しました。４月29日、あやべ丹の国まつりで―。

目指せ金メダル！ヤカーリング大会






